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序章
本書では、Cognex MVS-8600 シリーズフレームグラバについて説明します。本書は次
の章にわかれています。

第 1 章「MVS-8600 のインストール」では、MVS-8600 シリーズフレームグラバの設
定方法および取り付け方法について説明します。

第 2 章「MVS-8600 ハードウェア」では、MVS-8600 ハードウェアに関する環境およ
び電源の条件や機械的および電気的仕様について説明します。 

第 3 章「ラインスキャンカメラとエンコーダの使用」では、ラインスキャンカメラと
のエンコーダの使用方法について説明し、サポートされているエンコーダタイプを示
します。

付録 A「ヒロセ HR10 コネクタのピン配列」では、ピン番号の図を示します。 
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序章
表記規約
この節では、本書の本文およびソフトウェアの図で使用する表記規約を示します。

表記法
本書では、次の表記法を使用します。 

boldface ( 太字 ) C/C++ および Visual Basic のキーワード、
関数名、クラス名、構造体、列挙型、型、
およびマクロを示します。 また、ボタン名、
ダイアログボックス名、およびメニューの
選択肢などのユーザインタフェースの要素
も示します。

Italic ( 斜体 ) 変数名、データメンバ、引数、列挙型、定
数、プログラム名、およびファイル名を示
します。 本のタイトル名、章および節のタイ
トル名にも使用されます。 強調として使用す
る場合もあります。

courier (クーリエ体 ) C/C++ および Visual Basic のコード例およ
びプログラムの出力例を示します。

courier (太字クーリエ体) コマンドセッションの説明において、ユー
ザが入力するコマンドを示すために使用し
ます。

<Italic> <Tab> や <Enter> など、キーボードのキーを
示す場合に、角かっこと斜体を使用します。
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序章
弊社所在地
当社のサービスは、次の各営業所および本社で行っています。 

▼コグネックス株式会社　本社 〒 113-6591

東京都文京区本駒込 2-28-8 　文京グ
リーンコート 23 階
TEL ：03-5977-5400 （代表）

FAX ：03-5977-5401 （代表）

▼コグネックス株式会社
　大阪営業所

〒 532-0003

大阪府大阪市淀川区宮原 4-5-36 　セン
トラル新大阪ビル 3 階

TEL ：06-4807-8201

FAX ：06-4807-8202

▼コグネックス株式会社
　名古屋営業所

〒 450-0002

愛知県名古屋市中村区名駅 3-11-22 　
IT 名駅ビル 4 階

TEL ：052-569-5900

FAX ：052-581-7760

▼コグネックス株式会社
　仙台営業所

〒 980-0822

宮城県仙台市青葉区立町 27-21 　仙台
橋本ビルヂング 10 階

TEL ：022-711-1971

FAX ：022-711-1982

▼コグネックス株式会社
　福岡営業所

〒 812-0013

福岡県福岡市博多区博多駅東 1-18-25 
第五博多偕成ビル 5 階

TEL ：092-432-7741

FAX ：092-412-3590

▼コグネックス株式会社
　豊田トレーニングセンター

〒 471-0833
愛知県豊田市山之手 8-137 日本生命豊
田ビル 3 階

TEL ：056-526-7155

FAX ：056-526-7177
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序章
ほかの場所については、http://www.cognex.com/contact_support.asp に記載されてい
る連絡先の番号と住所の一覧を参照してください。

▼ Cognex Corporation 本社 One Vision Drive, Natick, MA

01760-2059 U.S.A.

TEL ：+1-508-650-3000

FAX ：+1-508-650-3333

サポート One Vision Drive

Natick, MA 01760-2059

(508) 650-3000

http://www.cognex.com

米国内、(508) 650-6300
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序章
日本語マニュアルについて

このマニュアルは、日本における多くのユーザが、コグネックスの製品を使用するにあたっ
て役立つように企画されたものです。

技術的に正確な訳となるよう努力していますが、原本とのバージョンの違いやリリース時期
に完全に対応していませんので、この日本語マニュアルは参考資料としてお使いください。

内容に疑問が生じた場合は、まず英語の原本のマニュアルも併せてご参照ください。

不明な点については、弊社テクニカルサポートまでご連絡ください。

テクニカルサポートの連絡先は次のとおりです。

コグネックス株式会社

〒 113-6591
東京都文京区本駒込 2-28-8 　文京グリーンコート 23 階
サポートホットライン：03-5977-5410 （月～金：9:00 ～ 17:30 ）
E-mail ：support.jp@cognex.com
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1
MVS-8600 のインストール
この章では、MVS-8600 シリーズフレームグラバを PC に取り付ける方法、複数のカ
メラを接続する方法、およびトリガ、ストロボ、そのほかの I/O デバイスなどの周辺
機器を接続する方法について説明します。 

用語に関する注意
本書では、次の用語を使用します。

• MVS-8600 または MVS-8600 シリーズという用語は、本書で説明しているすべて
のフレームグラバを示す場合に使用します。

• MVS-8601 および MVS-8602 という用語は、PCI バスに接続されるフレームグラ
バに固有の機能を説明するときに使用します。 

• PCI は 32 ビット PCI カードスロットを、PCI-X は 64 ビット ( 拡張 ) PCI カードス
ロットを示します。 

• MVS-8602e という用語は、PCI Express バスに接続されるボードを示す場合に使
用します。

• PCI Express バスを示すときに PCIe という用語を使用する場合があります。 

• フレームグラバ名は、例えば、8600、8602、8602e のように、先頭の MVS- を
取って、略記することがあります。
MVS-8600 ハードウェアマニュアル 13



MVS-8600 のインストール 1
ホスト PC の条件
MVS-8600 フレームグラバをインストールするには、ホスト PC は次の条件を満たし
ている必要があります。

• MVS-8601 および MVS-8602 フレームグラバでは、マザーボードのチップセット
は PCI 2.1、2.2、または 2.3 の仕様に完全に準拠していること。 Pentium、
Pentium III、Pentium 4、および Xeon CPU をサポートしている Intel 製チップセッ
トが搭載されたマザーボードは、この仕様に準拠していることが確認されていま
す。 AMD K6-III、および Athlon CPU をサポートしている VIA 製チップセットが搭
載されたマザーボードもこの仕様に準拠していることが確認されています。 

• 使用可能な PCI または PCI-X カードスロットが 1 つあること。

• MVS-8602e フレームグラバでは、マザーボードのチップセットは PCI Express リ
ビジョン 1.0a 仕様に完全に準拠していること。 Pentium 4、Pentium D、Core 
Duo、Core 2 Duo、および Xeon CPU をサポートしている Intel 製チップセットが
搭載されたマザーボードは、この仕様に準拠していることが確認されています。 

• x4 ボードをサポートする使用可能な PCI Express カードスロットが 1 つある
こと。

• Cognex ソフトウェアのインストールに必要な CD-ROM ドライブ 1 台があること。
ネットワーク経由でアクセスできる CD-ROM ドライブでもかまいません。

使用する Cognex ソフトウェアパッケージによっては、ほかにも必要となる条件があ
る場合があります。 Cognex ソフトウェアの『リリースノート』または『ゲッティング
スターテッド』 (VisionPro の場合は『クイックリファレンス』) で、次のソフトウェア
条件を確認してください。

• 推奨する CPU 速度

• ホストオペレーティングシステム ( サポートされているサービスパックのリリー
スレベルを含む )

• サポートされているビデオカード

• デスクトップの色数 ( 表示可能な色数 )

• デスクトップのサイズ ( 画面の幅×高さで示されるピクセル数 )

• マウスなどのポインティングデバイス
14 MVS-8600 ハードウェアマニュアル



1 MVS-8600 のインストール
MVS-8600 のインストール
この節では、MVS-8600 フレームグラバを取り付ける準備と取り付けの手順について
説明します。 次の節では、PCI または PCI-X バスを持つ PC に MVS-8601 または 
MVS-8602 フレームグラバを選択し、取り付ける方法を説明します。 PCI Express バス
を搭載した PC への MVS-8602e の取り付けについては、p.18 の「MVS-8602e PCIe ス
ロットを選択する」を参照してください。 

MVS-8601 または MVS-8602 PCI スロットを選択する
PCI カードスロットのサイズは 32 ビットと 64 ビットの 2 種類です。 64 ビットカード
スロットは、幅広のバスデータパス用に追加されているピンに対応するため、長く
なっています。 MVS-8601 および MVS-8602 ボードはユニバーサル PCI ボードで、32 
ビットスロット、または 64 ビットスロットに接続できます。 32 ビットスロットに取り
付けたボードは自動的に 32 ビットモードで動作し、64 ビットスロットに取り付けた
場合は 64 ビットモードで動作します。 

PCI バスは +3.3 V、または +5 V で動作するように設計されています。 +3.3 V カードス
ロットと +5 V カードスロットではキーが異なるため、異なる電圧のスロットに PCI 
カードは取り付けられません。 ユニバーサルデザインの場合は、ボードが +3.3 V また
は +5 V のどちらでも動作可能で、さらに、どちらのタイプのスロットでも取り付けら
れるようにキーを設定することができます。 下の図 1 を参照してください。 

 図 1. 32 ビットおよび 64 ビット PCI カードスロット
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MVS-8600 のインストール 1
MVS-8601 および MVS-8602 ボードは 64 ビットデータパス用に設計されているので、
32 ビット PCI スロットに MVS-8601 または MVS-8602 を取り付けた場合、一部のピ
ンは使用されません。 使用されないピンは、コネクタの端からはみ出した状態になり
ます。 図 2 を参照してください。 

 図 2. MVS-8601 および MVS-8602 カードスロット

PCI バス速度
PCI バスのクロック速度は、ご使用の PC のマザーボードによって、33 MHz または 66 
MHz になります。 カードスロットを見ても、バス速度は判断できません。 この情報を
調べるには、マザーボードの仕様書を確認する必要があります。 MVS-8601 および 
MVS-8602 フレームグラバは、33 MHz または 66 MHz で動作します。 フレームグラバ
ボードに変更は必要ありません。 PCI バスのクロック速度が自動的に採用され、33 
MHz よりも 66 MHz のほうが速く動作します。 

注 最高の性能を得るには、MVS-8601 または MVS-8602 を 64 ビット / 
66 MHz スロットに取り付けます。

P8

P7

P3

P2

P1

P4 P6S1
U26

ピン 1 ピン 1

P8

P7

P3

P2

P1

P4 P6S1
U26ÉsÉì 1 ÉsÉì 1

はみ出した状態32 ビットカードコネクタ

64 ビットカードコネクタ
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1 MVS-8600 のインストール
PCI-X バス
PCI-X バスは、PCI バスの制約の一部に対処し、最新 PC の高度な性能条件をサポートす
るために導入されました。 PCI-X カードスロットはすべて 64 ビット幅ですが、32 ビット
設計を採用しているボードの動作にも対応しています。 PCI-X バスクロックは 66 MHz 以
上で動作し、33 MHz での実行用に設計されたボードはサポートしていません。 

下の表 1 は、PCI バスおよび PCI-X バスのサポートをまとめたものです。 

表 1. PCI および PCI-X のまとめ

注

PCI および PCI-X バスは共有バスで、指定されたバスセグメントで、すべての
カードを同じクロック速度で実行する必要があります。 したがって、ご使用の PCI 
バスセグメントに取り付けられているもう 1 つのボードが 33 MHz で実行される
場合、同じセグメントに取り付けられているほかのボードの速度もすべて 33 MHz 
に制限されます。 

また、大半の PC マザーボードでは複数の PCI バスセグメントがサポートされて
いるので、マザーボードを見ただけでは、どのカードスロットが同じセグメント
に属しているか判断できないことに注意してください。 この情報は、マザーボー
ドの仕様書にのみ記載されています。 

データパス
クロック
速度

バス帯域幅
(MB/ 秒 )
[ 理論値 ]

バス帯域幅
(MB/ 秒 )
[ 実効値 ]

PCI 32 ビット 33 MHz 133 80

66 MHz 266 160

64 ビット 33 MHz 266 160

66 MHz 533 300

PCI-X1 32 ビット 66 MHz 533 300

64 ビット 66 MHz 533 300

注 1:  MVS-8601 および MVS-8602 の最高速度は 66 MHz です。 より高速の 
PCI-X スロットで使用しても、ボードは 66 MHz で動作します。
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MVS-8600 のインストール 1
バス帯域幅について
特定のスロットの設定が、ご使用のアプリケーションの帯域幅条件に合うかどうかを
評価する場合は、次の点に注意してください。

• 実効バス帯域幅は、稼動中のシステムで 1 秒あたりに送信可能な総データ量を反
映します。

• 各カメラで使用する帯域幅は、「画像サイズ× 1 ピクセルあたりのバイト数× 1 秒
あたりのフレーム数」で計算できます。 例えば、30 フレーム / 秒で動作する 1600 
× 1200 の解像度を持つモノクロカメラ (1 ピクセルあたり 8 ビット ) の場合、57.6 
MB/ 秒を使用します。 また、20 フレーム / 秒で動作する 1024 × 768 の解像度を持
つカラーカメラ (1 ピクセルあたり 8 ビットバイト× 3) の場合、47.1 MB/ 秒を使
用します。

MVS-8602e PCIe スロットを選択する
MVS-8602e には x4 PCI Express バスインタフェースがあります。 PCI Express カードス
ロットのサイズには、次の図 3 にあるように、x1、x4、x8、x16 の 4 種類があります。 

 図 3. PCI Express カードスロット

MVS-8602e のバスインタフェースは x4 で、物理的に x1 カードスロットには入りませ
んが、そのほかの 3 種類のカードスロットには入ります。 MVS-8602e は、x8 または 
x16 スロットに接続したときにも動作しますが、ご使用の PC のマザーボードによって
は、カードは x1 速度 (x4 速度の 4 分の 1) でのみ動作します。 

x1

x8

x16

x4
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1 MVS-8600 のインストール
注 一部の PC マザーボードは、x8 または x16 スロットに接続された 
x4 カードで x4 速度をサポートしていますが、そのほかのマザー
ボードでは、速度は x1 に低下します。 このため、MVS-8602e を x4 
スロットに挿入することを推奨します。 x8 または x16 スロットを使
用する必要がある場合は、BIOS 製造元のマニュアルを参照し、こ
のような条件で BIOS が x4 または x1 動作をサポートしているかど
うかを確認してください。

取り付け手順
MVS-8600 フレームグラバを取り付ける手順は次のとおりです。

注意 静電気放電 (ESD) が発生すると、Cognex 製ハードウェアの電子部
品が損傷する場合があります。 

1. ESD を防ぐために、接地した静電気防止リストストラップを装着します。 

2. PC の電源を切って、カバーを取り外します。

3. 前の節を参照してフレームグラバ用のスロットを選択します。 スロットのカバー
を取り外し、将来使用する場合に備えて保管します。 

4. ボードをスロットにしっかりと固定されるまで差し込みます。 

5. 図 4 に示すように、ボード位置 P8 にある外部 +12 V 電源コネクタの位置を確認
します。 ホスト PC の電源から未使用のディスクドライブの電源コネクタの位置を
確認し、P8 ジャックに直接接続します。 コネクタにキーが付いており、正しい向
きにのみ差し込むことができます。 

 図 4. 電源ケーブルの接続 

電源アダプタへ

P6

PC の

外部
電源コネクタ

P8
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MVS-8600 のインストール 1
ご使用のホスト PC に使用できる電源コネクタがない場合、標準の Y スプリッタ
ケーブルを使用し、既存の電源コネクタを 2 つに分岐します。 PC 電源用の Y スプ
リッタケーブルは、電気店で入手できます。 

PC に PATA (4 ピン ) 電源コネクタではなく、SATA 電源コネクタが搭載されてい
る場合、図 5 にあるように、SATA アダプタおよび MVS-8600 に同梱の Cognex 
製電源アダプタケーブル 300-0391 を使用します。

 図 5. SATA アダプタおよび電源アダプタケーブル

6. PC でフェースプレートのネジが使用されている場合、フェースプレートのネジを
締め直してフレームグラバを固定し、カメラの接続や取り外しの際にフレームグ
ラバが緩まないようにします。 

7. PC のカバーを元に戻します。 

注意 カメラやパラレル I/O デバイスをフレームグラバに接続するまで 
PC の電源を入れないでください。 

SATA 電源
コネクタ

SATA アダプタ

Cognex 製電源
アダプタケーブル
300-0391

MVS-8600 
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1 MVS-8600 のインストール
カメラの設定
この節では、MVS-8600 フレームグラバで使用する場合に必要となるカメラのセット
アップ手順について説明します。

Camera Link 仕様には、LVDS Camera Link バスを介して RS-232 シリアル通信プロト
コルを使用してアクセスする仮想シリアルポートインタフェースが定義されています。 
一部のカメラ製造業者は、Camera Link カメラを設定するためのユーティリティを提
供していますが、すべての製造業者が提供しているわけではありません。

注 Camera Link カメラを設定するための標準言語または標準プロトコ
ルはありません。 各製造業者は、シリアル通信用のコマンドライン
で異なるカメラ設定のシンタックスを使用しています。 

MVS-8600 フレームグラバをサポートしている Cognex 製ソフトウェアのリリースに
は、Camera Link カメラを設定するための Cognex 製 Camera Link 通信ユーティリティ
が含まれています。 カメラ製造業者から提供されているツールまたは Cognex 製ユー
ティリティのいずれかを使用して、ご使用の Camera Link カメラを設定することがで
きます。 カメラの製造業者から提供されているツールを使用する場合、このツールは、
ご使用の Cognex 製ソフトウェアの提供する通信 DLL を使用してカメラと通信するこ
とがあります。 

(p. 22 の「Cognex Camera Link シリアル通信ユーティリティの使用」を参照してくだ
さい。) 

Cognex 製 Camera Link シリアル通信ユーティリティでは、次を行うことができます。

• 取り付けられた Camera Link カメラへの接続

• 接続された Camera Link カメラへのコマンドの送信と、カメラからの応答の受信

• コマンドセットのロードおよび保存

注 このユーティリティを使用して Camera Link カメラを設定する場
合は、画像取り込みを停止することを強く推奨します。 また、
Camera Link ユーティリティは、マルチプロセスには対応していま
せん。 このユーティリティを使用する前に、カメラとの通信、また
はカメラからの画像取り込みを実行している可能性があるプログラ
ムはすべて停止してください。

Camera Link カメラのセットアップ
注 MVS-8600 でサポートされている Camera Link カメラを Cognex か

ら購入した場合は、MVS-8600 ですぐに使用できる状態になってい
ますが、 サードパーティから購入した場合は、この節の説明に従っ
て、自分でカメラを設定する必要があります。

この節では、Cognex 製 Camera Link シリアル通信ユーティリティを使用して Camera 
Link カメラをセットアップする手順を説明します。 
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設定を始める前の事前準備
Camera Link カメラの設定を始める前に、次の手順を行う必要があります。

1. 使用している PC に MVS-8600 フレームグラバを取り付けます。

2. MVS-8600 をサポートしている Cognex 製ソフトウェア製品をインストールしま
す。 使用しているソフトウェア製品に付属の Cognex 製ドライバを必ずインストー
ルします。

3. PC を再起動します。

4. サポートされている Camera Link カメラを MVS-8600 に接続します。

5. 作業中に画像が取り込まれないように、カメラのトリガを無効にしてください。

Cognex Camera Link シリアル通信ユーティリティ
の使用
次の表に示すように、Cognex Camera Link シリアル通信ユーティリティ 
(cogclserial.exe) がインストールされる場所は、使用している Cognex 製ソフトウェア
パッケージによって異なります。

VisionPro

[ スタート ] 
メニューの
コマンド 

[Cognex] → [VisionPro] → [Utilities] → [CameraLink] → 
[CogCLSerial]

デフォルトの
インストール
ディレクトリ 

¥Program Files¥Cognex¥VisionPro¥cogclser

CVL

[ スタート ] 
メニューの
コマンド 

[Cognex] → [CVL] → [Utilities] → [CameraLink] → [CogCLSerial]

デフォルトの
インストール
ディレクトリ 

¥Program Files¥Cognex¥CVL¥cogclser

表 2. シリアル通信ユーティリティのインストール場所 
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1 MVS-8600 のインストール
図 6 は、ユーティリティの使用方法の概要を示します。 

 図 6. Cognex 製 Camera Link シリアル通信ユーティリティ

使用しているカメラに適した設定ファイルのロード
Cognex は、サポートされている各カメラ用の Camera Link 設定ファイル (.clc ファイ
ル ) を提供しています ( サポートされている各ビデオフォーマットに対して、通常 1 つ
の CLC ファイルがあります )。 CLC ファイルは、Cognex 製 Camera Link シリアル通信
ユーティリティと同じディレクトリにインストールされます。VisionPro では 
¥Program Files¥Cognex¥VisionPro¥cogclser、CVL では ¥Program Files¥Cognex
¥CVL¥cogclser にインストールされます。 

コマンドセットファイ

ルをロードします。 

現在の 
コマンドバッファを

コマンドセットファ

イルへ保存します。

ここをクリックすると 
Camera Link
カメラに接続します。

ここをクリックすると 
コマンドウィンドウの

内容がカメラに送信

カメラの応答
( ある場合 )

ここをクリックすると

オンラインマニュアル

設定
カメラの接続

コマンドセット

ファイルの内容

( 編集可能 )
( 接続するとボタン

[OK] または

[Cancel] をクリックすると終了
します。

されます。

が有効になります )

が表示されます。

ここをチェックすると

cogclserial.log が
カレントディレクトリに

生成されます。
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MVS-8600 のインストール 1
各 CLC ファイルの名前は、サポートしているカメラのビデオフォーマットに基づいて
います。 次の例は、Dalsa P2-2x-02k40 Camera Link カメラのものです。

カメラに対応したファイルを選択して、[Load] をクリックします。 ファイルの内容が
バッファウィンドウに表示されます。

注 CLC ファイルのフォーマットとシンタックスの詳細については、
Cognex 製 Camera Link 設定ユーティリティとともに提供されてい
るオンラインマニュアルを参照してください。

カメラへの接続と設定ファイルの送信
Camera Link カメラに設定情報を送信する前に、次の手順に従ってカメラに接続する
必要があります。

1. 次のように、[Camera Link Port] フィールドでカメラのポート番号を指定します。

• 1 つの MVS-8601 を使用する場合は、常に 0 を指定します。

• 1 つの MVS-8602 または 1 つの MVS-8602e を使用する場合は、0 または 1 を
指定して、物理ポート 0 または 1 に接続されているカメラを指定します。

• 2 枚目の MVS-8600 に接続されているカメラの場合は、2 または 3 を指定し
て、2 枚目のボードの物理ポート 0 または 1 に接続されているカメラを指定
します。

2. [Timeout] と [Baud Rate] の値は、デフォルト値から変更しないでください。

3. [Connect] ボタンをクリックします。 

ユーティリティがカメラに接続すると、[Send] ボタンが有効になります。 [Send] ボタ
ンをクリックして、カメラに設定ファイルを送信し、次に [OK] をクリックして、ユー
ティリティを終了します。

Camera Link カメラの設定の調節
Cognex 製 Camera Link 設定ユーティリティでは、Camera Link カメラの初期設定に加
えて、インストール後にカメラ設定を調節することもできます。 

カメラ CLC ファイル 注

Dalsa P2-22-04k40 dalsa_p2_2x_04k40_8bit.clc • デュアルタップ

• 8 ビット出力フォーマット

• SMART EXSYNC 露光
モード
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ゲインやオフセットなどのカメラ設定を調節するために使用するコマンドのシンタッ
クスについては、カメラ製造業者のドキュメントを参照してください。 使用可能なコ
マンドの例については、カメラ用の CLC ファイルのコメント部分にも記載されていま
す。 Cognex 製 Camera Link 設定ユーティリティを使用して、設定パラメータをインタ
ラクティブに変更することができます。また、ユーティリティを使用して、コマンド
ファイルを生成して保存し、再度ロードすることができます。

注 電源を入れたときにカメラが正しく設定されるようにするには、カ
メラの設定を変更した後に必ず保存してください。

Camera Link カメラのカスタム設定
この節では、特定の Camera Link カメラに必要なカスタム設定について説明します。 

Basler L402k の画像の補正
Basler L402k のラインスキャンカメラでは、画像の右半分に縞が発生することがあり
ます。 Basler の『L400k User's Manual』( 英語版 ) の手順に従って調整を行うことに
よって、縞の発生を最小限にすることができます。 Basler のマニュアル 3.6 節の
「Shading Correction」を参照してください。 

Basler のマニュアルに記載されているように、DSNU ( 暗時出力不均一性 ) と PRNU 
( 感度不均一性 ) のシェーディング補正を行ってください。 このキャリブレーション
方法は、状況と照明に依存するため、現場で行う必要があります。 

Basler のマニュアルの同じ節に記載されているように、補正を行った後、補正値をカ
メラの不揮発性メモリに必ず保存してください。
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カメラの接続
Base Configuration と Medium Configuration の Camera Link カメラがサポートされて
います。 Base Configuration カメラでは、MVS-8600 フレームグラバのポートに接続す
るケーブルが 1 本必要です。 Medium Configuration カメラでは、MVS-8602e フレーム
グラバの両ポートに接続するケーブルが 2 本必要です。 MVS-8602e は、Medium 
Configuration カメラをサポートしている唯一のフレームグラバです。 

Camera Link カメラが標準の MDR-26 Camera Link コネクタを使用している場合は、
次のいずれかの Cognex 製ケーブルを使用して、MVS-8600 のカメラポートと Camera 
Link カメラを接続します。 

• 長さ 5 メートルの Camera Link ケーブル (P/N: 185-0241)

• 長さ 10 メートルの Camera Link ケーブル (P/N: 185-0242)

MiniCL コネクタを搭載したカメラの場合は、次の Cognex 製ケーブルを使用します。

• 長さ 5 メートルの Miniature Camera Link ケーブル (P/N: 185-1001)

• 長さ 10 メートルの Miniature Camera Link ケーブル (P/N: 185-1002)

2007 年、Camera Link 仕様に PoCL 機能のサポートが追加されました。これにより、
フレームグラバは、カメラケーブルを経由して、PoCL カメラに +12 V の電源を提供
できます。 この変更により、これまでケーブルシールドに連動していた 4 本のカメラ
ケーブルラインを使用して、+12 V 電源供給ライン 2 本と接地帰路 2 本が提供されま
す。 p. 29 の「MVS-8602e が PoCL をサポートしているかの判断」で説明しているとお
り、最新の MVS-8602e ボードでは、PoCL の使用がサポートされています。 

MiniCL コネクタを搭載した PoCL カメラを使用している場合は、次の Cognex 製ケー
ブルを使用します。

• 長さ 5 メートルの高屈曲性 PoCL Miniature Camera Link ケーブル (P/N: 
185-1093R)

Cognex 製の Camera Link ケーブルの一方の端にはつまみネジが付いており、もう一方
の端にはクリックロックコネクタが付いています。 

注 クリックロックコネクタをフレームグラバに接続します。

つまみネジコネクタを Camera Link カメラに接続します。
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MVS-8602 および MVS-8602e Base Configuration カ
メラ接続

Base Configuration Camera Link カメラへの接続に、MVS-8602 および MVS-8602e (2 
個のカメラポートを持つフレームグラバ ) のどちらのカメラポートを使用するかを決
めるには、次のルールに従ってください。 

• 1 台のエリアスキャンカメラは、いずれかのカメラポートに接続することができ
ます。 最初は、カメラポート 0 を使用することを推奨します。これは、ハード
ウェアの必要条件ではなく、Cognex 製ソフトウェアを使用する際にわかりやすく
するためです。

• 1 台のラインスキャンカメラは、カメラポート 0 にのみ接続することができます。 

• ラインスキャンカメラを 1 台とエリアスキャンカメラを 1 台使用する場合は、カ
メラポート 0 にラインスキャンカメラを、エリアスキャンカメラはカメラポート 
1 に接続します。

• ラインスキャンカメラを使用する場合、LVDS エンコーダまたは TTL ( オープンコ
レクタ ) エンコーダのどちらを使用するかを指定するために、適切なソフトウェ
ア I/O 構成を指定する必要があります。 これは、VisionPro では visionpro.ini 設定
ファイルを編集することを意味しますが、CVL では、該当する ccIOConfig 派生
クラスのインスタンス化を意味します。

• p.32 の表 3 に示しているように、ソフトウェア I/O 構成に対応した I/O ケーブルを
使用する必要があります。

MVS-8602e Medium Configuration カメラ接続
Medium Configuration カメラには MDR-26 コネクタが 2 個あります。これらのコネク
タは、26 ページに記載されているケーブルを 2 本使用して、MVS-8602e フレームグ
ラバに接続する必要があります。 どのカメラコネクタをどの MVS-8602e カメラポート
に接続するかが重要です。 カメラコネクタは、0 と 1、1 と 2 のように、大小 2 つの識
別子でラベル付けされます。 
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MVS-8600 のインストール 1
MVS-8602e のポートには P1 ( カメラポート 1) および P2 ( カメラポート 0) というラベ
ルが付いています。 カメラのランクが低い方のコネクタは MVS-8602e のポート 0 に、
高い方は MVS-8602e のポート 1 に接続する必要があります。 次の図 7 の例を参照して
ください。 

 図 7. Medium Configuration カメラ接続の例 

カメラ電源の供給
カメラ電源は、次のいずれかの方法で供給できます。

1. カメラ製造業者によって指定されている外部電源から供給する。 

2. MVS-8600 I/O 接続モジュールの +12 V または +5 V ( もしくは両方 ) に接続して、
MVS-8600 から供給する  (p.71 の図 23 を参照してください )。 この場合、次の点
に注意してください。

• ホスト PC の電源からのディスクドライブの電源プラグが MVS-8600 の P8 
ジャックに接続されている場合、最高 1.0 A を供給できます ( すべてのカメラ )。

• ホスト PC の電源からのディスクドライブの電源プラグが MVS-8600 の P8 
ジャックに接続されていない場合、最高 0.5 A を供給できます ( すべてのカ
メラ )。

3. ボードでサポートされている場合、フレームグラバからカメラへの PoCL ケーブ
ルを使用して、MVS-8602e から供給する。 この場合も、上記の 2 点に注意してく
ださい。 PoCL の詳細については、次の節を参照してください。

PoCL (Power over Camera Link)
2007 年、Camera Link 仕様に PoCL 機能のサポートが追加されました。これにより、
フレームグラバは、カメラケーブルを経由して、PoCL カメラに +12 V の電源を提供
できます。 この変更により、これまでケーブルシールドに連動していた 4 本のカメラ

カメラ

P3

P2

P1

ポート 0

カメラ
ポート 1

P9

2R
2

2R
2

2R
2

2R
2

Medium Configuration
Camera Link カメラ

1

2

MVS-8602e
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1 MVS-8600 のインストール
ケーブルラインを使用して、+12 V 電源供給ライン 2 本と接地帰路 2 本が提供されま
す。 これらのケーブルについては、p. 58 の「カメラコネクタ」および p. 60 の「カメ
ラケーブル」で説明しています。 

PoCL を使用するには、カメラケーブルから +12 V の電源を取得する PoCL カメラと、
PoCL カメラケーブルおよび PoCL フレームグラバが必要です。 

MVS-8602e が PoCL をサポートしているかの判断
PoCL サポートは、リビジョン 4 で MVS-8602e フレームグラバに追加されました。 こ
の節では、リビジョン 4 の MVS-8602e かどうかを識別する方法を説明します。

• P/N:  リビジョン 4 の MVS-8602e ボードの P/N は 207-1000-4R です。

• ラベル :  PoCL をサポートしている MVS-8602e ボードには、図 8 のような PoCL 
ロゴがラベル付けされています。

 図 8. MVS-8602e PoCL ラベル

下位互換性
使用している MVS-8602e が PoCL をサポートしている場合、PoCL ケーブル、非 
PoCL ケーブルのどちらかを使用して、PoCL カメラ、非 PoCL カメラのどちらでも問
題なく接続できますが、PoCL カメラに電源を供給する場合は、PoCL ケーブルを使用
する必要があります。

PoCL をサポートしていない旧バージョンの MVS-8602e は、PoCL ケーブル、または
非 PoCL ケーブルを使用して、非 PoCL カメラに問題なく接続することができます。 
PoCL に対応していない MVS-8602e を使用して PoCL カメラを操作することはできま
せん。
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MVS-8600 のインストール 1
パラレル I/O デバイスの接続
MVS-8600 は、パラレル信号インタフェースラインを介して、トリガ、ストロボ、エ
ンコーダ、センサ、LED、スイッチ、プログラマブルコントローラなどを含む I/O デ
バイスの接続をサポートします。 

トリガ、ストロボ、およびエンコーダ
トリガ、ストロボ、およびエンコーダなどのデバイスの配線をフレームグラバの I/O 
接続モジュール (Cognex P/N: 800-5885-1) に接続します。 I/O モジュールは、デバイス
の配線を接続するために、選択された信号線をフレームグラバのヒロセ HR10 コネク
タからネジ端子に変換します。 この種類の接続については、次の節で詳細に説明しま
す。

注 I/O 接続モジュールは、ロードされているソフトウェア I/O 構成お
よび MVS-8600 にモジュールを接続するために使用するケーブル
によって、3 種類のモードで動作します。 ケーブルの部品番号とソ
フトウェア I/O 設定については、p.32 の表 3 を参照してください。

プログラマブル I/O ライン
MVS-8600 は、画像処理アプリケーションの指示に従って、センサ、LED、スイッチ、
コントローラなどのそのほかのデバイスを管理および制御することができます。 ボー
ドコネクタ P4 または P6 にあるプログラマブル光絶縁入力ラインまたは出力ライン
に、それらのデバイスを接続します。 P4/P6 信号を PC のバックパネルに出すには、
I/O 延長ケーブル (Cognex P/N: 300-0240) を P4 または P6、またはその両方に接続し
ます。 

注 I/O ラインのサブセットを公開するヒロセ HR10 コネクタとは異な
り、P4 および P6 コネクタは MVS-8600 で使用可能な I/O ラインを
すべて公開します。

I/O 延長ケーブルのもう一方の端は、ホスト PC のバックパネルにある空きスロットの
カバーと置き換えます。 バックパネルを使用する代わりに、ケーブルのパネルプレー
トから DB-25 コネクタを取り外して PC の背面にあるノックアウトに取り付けること
ができます。 
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1 MVS-8600 のインストール
図 9 は、I/O 延長ケーブルを示しています。 

 図 9. I/O 延長ケーブル (Cognex P/N: 300-0240)

注 I/O 延長ケーブルの赤いワイヤが、P4 または P6 コネクタのピン 1 
に接続されていることを確認します。 ピン 1 の位置は p.50 の図 15 
(MVS-8601 および MVS-8602) および p.51 の図 16 (MVS-8602e) に
記載されています。

Cognex では、フェースプレート付き 300-2040 I/O 延長ケーブル 2 本、DB-25 延長
ケーブル 2 本、および 25 ピン端子ブロック 2 個をセットにした、便利な汎用 I/O キッ
トも提供しています。

 図 10. 汎用 I/O キットのコンポーネント

195-0330 端子ブロックの端子は、300-0240 フェースプレート上の DB-25 ピン番号と
正確に一致します。つまり、端子ブロックの端子 1 は DB-25 のピン 1 、端子 2 はピン 
2 … のように対応します。

赤いワイヤをピン 1 に接続する必要が

ピン 1 

114

1325
P4/P6

あります。 

14 15  16 17 18 19  20 21 22 23 24 25  G P

14 15  16 17 18 19  20 21 22 23 24 25  G P

14 15  16 17 18 19  20 21 22 23 24 25  G P

14 15  16 17 18 19  20 21 22 23 24 25  G P

300-0240 (2)

185-0334 (2)

195-0330 (2)

P4 P6
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MVS-8600 のインストール 1
ロード可能なソフトウェア I/O 構成
MVS-8600 は、現在ロードされているソフトウェア I/O 構成によって、トリガ、スト
ロボ、エンコーダピン配列の異なる組み合わせをサポートします。 I/O 構成を 
MVS-8600 にロードする方法については、Cognex 製ソフトウェアパッケージのマニュ
アルを参照してください。 

表 3 に示すように、MVS-8600 を I/O 接続モジュールに接続する場合は、各 I/O 構成に
よって対応するケーブルが異なります。 

ソフトウェア 
I/O オプション

I/O 接続モ
ジュールへ
のケーブル カメラ構成

エンコーダ
タイプ

MVS-8602、
MVS-8602e 
のみ

1
( デフォルト ) 300-0539

1 台のエリアスキャン
カメラ

該当しない

2 台のエリアスキャン
カメラ

該当しない ○

1 台のラインスキャン
カメラ

LVDS

1 台のラインスキャン
カメラ、1 台のエリア
スキャンカメラ

LVDS ○

2 台のラインスキャン
カメラ 
( 共有エンコーダ )

LVDS ○

2
300-0540

1 台のラインスキャン
カメラ

TTL

2 台のラインスキャン
カメラ

TTL × 2 ○

1 台のラインスキャン
カメラ、1 台のエリア
スキャンカメラ

TTL ○

3 300-0538 2 台のラインスキャン
カメラ

LVDS × 2 ○

表 3. ソフトウェア I/O 構成オプション
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1 MVS-8600 のインストール
表 3 の情報に関しては、次の点に注意してください。 

• 表 3 のケーブルは、MVS-8600 のフェースプレートにあるヒロセ HR10 コネクタ
および I/O 接続モジュールの DB-26 コネクタに接続します。

• I/O 接続モジュールの上面にある各 LED は、接続されているケーブルにより電源
投入時の点灯の仕方が異なり、どのジャックが使用可能であるかを示します。 

• VisionPro および CVL の両ソフトウェアのデフォルト I/O 構成オプションは 1 です。

I/O ソフトウェアオプションの指定
VisionPro で I/O ソフトウェアオプションを指定するには、visionpro.ini ファイルで次
のオプションを指定します。

1. IOConfig = LVDS (* デフォルト )

2. IOConfig = TTL 

3. IOConfig = DualLVDS 

CVL では、I/O オプション 1、2、および 3 は、次のクラスに関連付けられています。

1. ccIO8600LVDS (* デフォルト )

2. ccIO8600TTL 

3. ccIO8600DualLVDS 

詳細については、CVL または VisionPro のマニュアルを参照してください。

トリガの接続

I/O オプション 1 および 2 用のトリガ
I/O 接続オプション 1 および 2 では、ご使用のトリガデバイスを I/O 接続モジュールの 
TTL ピンまたは光絶縁ピンのいずれかに接続することができます。 TTL または光絶縁
のどちらに接続するかは、現在ロードされている I/O 構成オプションとは関係なく選
択することができます。 

表 4 および図 11 に示しているピンを使用します。 

TTL 光絶縁

カメラポート 0 用のトリガ T0、GND T0+、T0-

カメラポート 1 用のトリガ T1、GND T1+、T1-

表 4. I/O オプション 1 および 2 でのトリガ接続
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MVS-8600 のインストール 1
信号名については、p. 61 の「MVS-8600 の信号名」を参照してください。 

注 TTL トリガ入力ラインをサポートする I/O 構成を使用し、I/O モ
ジュールを使用せずにトリガラインを取り出す場合には、使用して
いないトリガラインが浮いていないようにしてください。 不要なトリ
ガ信号の発生を防ぐために、フレームグラバの電源を入れている間
は、入力ラインにグラウンドまたは +5 V 信号を接続してください。 

 図 11. I/O オプション 1 および 2 でのトリガ接続

I/O 接続モジュールのトッププレートを拡大した図を、p.71 の図 23 に示します。

注 +5VDC または +12VDC 電源を必要とするトリガデバイスは、全デ
バイスの合計電流が 1A を超えない限り、I/O モジュール上の電源
端子 ( 左上隅 ) に接続できます。 電源端子は、ヒロセコネクタを通
じて、MVS-8600 から電源を取得します  (p.19 の図 4 に示すよう
に、外部電源コネクタに接続する必要があります )。

ENCODERS
TTL I/O LVDS 0 LVDS 1

TTL 1 TTL 0 OPTO 0 OPTO 1

STROBES / TRIGGERS

GND CHASSIS GND

COGNEX

J3
J2

J6
J5

J8
J7

J10
J9

J1

J11 J4

+12V POWER OUTPUT

+5V POWER OUTPUT

STRB/TRIG0 STRB/TRIG1

A/B 0 A/B 1

STROBE 0 TRIGGER 0

A/B 0

STROBE 1 TRIGGER 1

A/B 1

+12v S0 T0  S1 T1 S0+ S0-  TO+ T0- S1+ S1-  T1+ T1-

A0 B0  A1 B1 A0+ A0-  BO+ B0- A1+ A1-  B1+ B1-

または
TTL 
トリガ

光絶縁 
トリガ

電力供給
(+5V および
+12V)
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1 MVS-8600 のインストール
I/O オプション 3 用のトリガ
I/O オプション 3 では、I/O 接続モジュールのすべてのピンは、エンコーダの接続に使
用されます。 この場合、I/O 延長ケーブル (P/N: 300-0240) と、必要に応じて、汎用 I/O 
キットの端子ブロック (P/N: 195-0330) をフレームグラバの P4 コネクタに接続し、
図 12 および表 5 に示すように、トリガデバイスの配線を接続します。

 図 12. I/O オプション 3 用のトリガ接続

注 トリガデバイスの電源配線は図 12 には示されていません。 
195-0030 端子ブロックは電源を供給しません。

I/O オプション 3 では、光絶縁のトリガを使用する必要があります。 P4 の光絶縁入力
は、2 本のライン間でアノード (+) ピンを共有します。 この接続タイプの配線図につい
ては、p. 73 の「プログラマブルライン入力回路」を参照してください。

1  2 3 4  5 6 7  8 9 10 11 12 13  P

14 15  16 17 18 19  20 21 22 23 24 25  G P

光絶縁 
トリガ ( ポート 0)

光絶縁 
トリガ ( ポート 1)

MVS-8600 の P4 ヘッダへ

195-0330 端子ブロック

P4 に接続されている DB-25 または 195-0330 端子ブ
ロックのピン

Opto + Opto -

カメラポート 0 用のトリ
ガ

3 4

カメラポート 1 用のトリ
ガ

3 5

表 5. I/O オプション 3 での光絶縁トリガ接続
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MVS-8600 のインストール 1
ストロボの接続

I/O オプション 1 および 2 用のストロボ
I/O 接続オプション 1 および 2 では、ご使用のストロボデバイスを I/O 接続モジュール
の TTL ピンまたは光絶縁ピンに接続することができます。 TTL または光絶縁のどちら
に接続するかは、現在ロードされている I/O 構成オプションとは関係なく選択するこ
とができます。 

表 6 および図 13 に示しているピンを使用します。 

信号名については、p. 61 の「MVS-8600 の信号名」を参照してください。 

 図 13. I/O オプション 1 および 2 でのストロボ接続

TTL 光絶縁

カメラポート 0 用の
ストロボ

S0、GND S0+、S0-

カメラポート 1 用の
ストロボ

S1、GND S1+、S1-

表 6. I/O オプション 1 および 2 でのストロボ接続

ENCODERS
TTL I/O LVDS 0 LVDS 1

TTL 1 TTL 0 OPTO 0 OPTO 1

STROBES / TRIGGERS

GND CHASSIS GND

COGNEX

J3
J2

J6
J5

J8
J7

J10
J9

J1

J11 J4

+12V POWER OUTPUT

+5V POWER OUTPUT

STRB/TRIG0 STRB/TRIG1

A/B 0 A/B 1

STROBE 0 TRIGGER 0

A/B 0

STROBE 1 TRIGGER 1

A/B 1

+12v S0 T0  S1 T1 S0+ S0-  TO+ T0- S1+ S1-  T1+ T1-

A0 B0  A1 B1 A0+ A0-  BO+ B0- A1+ A1-  B1+ B1-

または
TTL 
ストロボ

光絶縁 
ストロボ
36 MVS-8600 ハードウェアマニュアル



1 MVS-8600 のインストール
I/O 接続モジュールのトッププレートを拡大した図を、p.71 の図 23 に示します。

ラインスキャンカメラ用のエンコーダの接続
MVS-8600 は、ラインスキャンカメラで、LVDS 差動エンコーダと TTL オープンコレクタ
エンコーダのいずれかを使用することをサポートします。 第 3 章では、エンコーダの概要
について説明します。MVS-8600 でサポートされている具体的なエンコーダのタイプに関
する詳細については、p.41 の表 11 および p.42 の表 12 を参照してください。

エンコーダのワイヤは、必ず I/O 接続モジュールのジャックに接続する必要がありま
す。 表 7 に示すピンを使用して、エンコーダデバイスを接続します。

プログラマブル I/O デバイスの接続
MVS-8600 は、画像処理アプリケーションで使用するための、次のプログラマブル光
絶縁入力ラインおよび出力ラインの組み合わせを提供しています。 

I/O オプション 1
ケーブル 
300-0539

I/O オプション 2
ケーブル 
300-0540

I/O オプション 3
ケーブル 
300-0538

カメラポート 0 
用のエンコーダ

A0+、A0-、B0+、
B0- ジャック J7

A0、B0、GND
ジャック J5、
J11

A0+、A0-、B0+、
B0- ジャック J7

カメラポート 1 
用のエンコーダ

A1、B1、GND
ジャック J5、J11

A1+、A1-、B1+、
B1- ジャック J9

表 7. エンコーダの接続

入力ライン数 出力ライン数

P4 P6 合計 P4 P6 合計

I/O 
オプション 1

4 4 8 4 4 8

I/O 
オプション 2

4 4 8 4 4 8

I/O 
オプション 3

2 4 6 2 4 6

表 8. プログラマブル I/O 接続オプション
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MVS-8600 のインストール 1
プログラマブル入力ライン
I/O デバイスを 1 本以上のプログラマブル入力ラインに接続するには、まず I/O 延長
ケーブル (P/N: 300-0240) と、必要に応じて DB-25 延長ケーブル (185-0334)、および
端子ブロック (195-0330) をフレームグラバの P4 および P6 の両方またはいずれか一方
のコネクタに接続します。 表 9 を参考にして、300-0240 ケーブルの DB-25 コネクタ、
または 195-0330 端子ブロックで使用するピンを決めてください。 

P4 および P6 の光絶縁入力は、2 本のライン間でアノード (+) ピンを共有します。 この
接続タイプの配線図については、p. 73 の「プログラマブルライン入力回路」を参照し
てください。

信号名

P4 ピン
(DB-25 および
端子ブロック )

P6 ピン 
(DB-25 および
端子ブロック ) 注

OPTO_IN_0_1+ 3
I/O オプション 3 では
使用できません。

OPTO_IN_0- 4

OPTO_IN_1- 5

OPTO_IN_2_3+ 11

OPTO_IN_2- 12

OPTO_IN_3- 13

OPTO_IN_4_5+ 3

OPTO_IN_4- 4

OPTO_IN_5- 5

OPTO_IN_6_7+ 11

OPTO_IN_6- 12

OPTO_IN_7- 13

表 9. 光絶縁入力ラインの DB-25 接続
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1 MVS-8600 のインストール
プログラマブル出力ライン
I/O デバイスを 1 本以上のプログラマブル出力ラインに接続するには、まず I/O 延長
ケーブル (P/N: 300-0240) と、必要に応じて DB-25 延長ケーブル (185-0334)、および
端子ブロック (195-0330) をフレームグラバの P4 および P6 の両方またはいずれか一方
のコネクタに接続します。 表 10 を参考にして、300-0240 ケーブルの DB-25 コネクタ、
または 195-0330 端子ブロックで使用するピンを決めてください。 

信号名

P4 ピン (DB-25 
および端子
ブロック )

P6 ピン (DB-25 
および端子
ブロック ) 注

OPTO_OUT_0- 16

I/O オプション 3 では
使用できません

OPTO_OUT_0+ 15

OPTO_OUT_1- 2

OPTO_OUT_1+ 1

OPTO_OUT_2- 10

OPTO_OUT_2+ 9

OPTO_OUT_3- 23

OPTO_OUT_3+ 22

OPTO_OUT_4- 16

OPTO_OUT_4+ 15

OPTO_OUT_5- 2

OPTO_OUT_5+ 1

OPTO_OUT_6- 10

OPTO_OUT_6+ 9

OPTO_OUT_7- 23

OPTO_OUT_7+ 22

TAP24V_0-3 14

TAP24V_4-7 14

GND 17

表 10. 光絶縁出力ラインの DB-25 接続
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MVS-8600 のインストール 1
適切な TAP24V ラインに 5 ～ 24 V 入力電源を供給する必要があります。 光絶縁回路の
信号絶縁を最大限に利用するには、外部電源を使用してください。 

デバイスの + ワイヤを OPTO_OUT_n+ ラインに接続します。 外部電源のグラウンド端
子を OPTO_OUT_n- ラインに接続します。 

プログラマブル光絶縁回路の詳細については、p. 77 の「I/O 接続モジュールの出力回
路」を参照してください。 

I/O 接続の参照表
p.41 の表 11 は、使用するカメラおよびエンコーダタイプによって分類されている I/O 
接続オプションの要約です。

p.42 の表 12 は、同じ要約を I/O 接続オプションによって分類しています。

GND 19

GND 21

GND 17

GND 19

GND 21

信号名

P4 ピン (DB-25 
および端子
ブロック )

P6 ピン (DB-25 
および端子
ブロック ) 注

表 10. 光絶縁出力ラインの DB-25 接続
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2
MVS-8600 ハードウェア
この章では、Cognex MVS-8600 フレームグラバファミリのハードウェアについて説明
します。 

この章には次の節があります。

• p. 44 の「MVS-8600 の部品」では、MVS-8600 を構成する部品について説明します。

• p. 50 の「機械的仕様」では、機械的レイアウト、環境条件、および安全規格を含
む MVS-8600 の物理的仕様について説明します。

• p. 54 の「規格への準拠」では、MVS-8600 が準拠している国際的な電気規格につ
いて説明します。

• p. 55 の「電気的仕様」では、電源条件、コネクタのピン配列、および回路の説明
を含む MVS-8600 との電気的インタフェースについて説明します。

• p. 68 の「MVS-8600 用の I/O 接続モジュール」では、MVS-8600 への入出力用の
ワイヤ接続端子を提供する Cognex 製アクセサリモジュールについて説明します。

• p. 73 の「論理回路図」には、I/O デバイスを接続する際に役立つ回路図が記載さ
れています。

用語に関する注意
本書では、次の用語を使用します。

• MVS-8600 または MVS-8600 シリーズという用語は、本書で説明しているすべて
のフレームグラバを示す場合に使用します。

• MVS-8601 および MVS-8602 という用語は、PCI バスに接続されるフレームグラ
バに固有の機能を説明するときに使用します。 

• PCI は、32 ビット PCI カードスロットを、PCI-X は 64 ビット ( 拡張 ) PCI カード
スロットを示します。 

• MVS-8602e という用語は、PCI Express バスに接続されるボードを示す場合に使
用します。

• PCI Express バスを示すときに PCIe という用語を使用する場合があります。 

• フレームグラバ名は、例えば、8600、8602、8602e のように、先頭の MVS- を
取って、略記することがあります。
MVS-8600 ハードウェアマニュアル 43



MVS-8600 ハードウェア 2
MVS-8600 の部品
この節では、MVS-8600 シリーズフレームグラバとその部品について説明します。

MVS-8600 シリーズの概要
MVS-8600 シリーズフレームグラバは、PC に接続される 3 つのフレームグラバボード
から構成されます。 MVS-8601 および MVS-8602 は PCI バスに、MVS-8602e は PCI 
Express バスに接続します。 MVS-8601 には、カメラポートが 1 つあり、カメラを 1 台
サポートできます。 MVS-8602 および MVS-8602e には、カメラポートが 2 つあり、カ
メラを 1 台または 2 台サポートできます。 これを図に表すと次のようになります。 

 図 14. MVS-8600 の概要

MVS-8600 シリーズフレームグラバは、そのほかの Cognex 製フレームグラバとは異
なり、フレームグラバとデジタルカメラ間の特殊なデジタル高速シリアルリンクであ
る Camera Link 通信インタフェースのみサポートしています。 Camera Link 接続を使用
するには、特殊なフレームグラバ、ケーブル、およびカメラが必要です。 Camera Link 
はデジタルカメラとフレームグラバ間の業界標準接続です。 

まず、MVS-8601 および MVS-8602 が開発され、8600 シリーズの基本的な機能をサ
ポートしています。 MVS-8602e は後から開発されたもので、新しい API 機能によって
強化された機能を提供します。 8601 および 8602 (PCI バージョン ) 向けに記述された

MVS-8602

PCI または PCI-X バスPC

MVS-8601

MVS-8602e
PC

Camera Link

PCI Express バス
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2 MVS-8600 ハードウェア
プログラムは、8602e (PCIe バージョン ) でも実行できますが、コンパイルし直す必要
があります。 強化された新機能を使用する 8602e 向けに記述されたプログラムは 8602 
でも実行できますが、強化された機能を実行するソフトウェアはすべて無視されます。 

次の表は、MVS-8601/MVS-8602 と MVS-8602e の機能の違いをまとめたものです。 

表 13 . MVS-8600 の機能の違い

PCI バスインタフェース
MVS-8601 および MVS-8602 の PCI バスインタフェースは、PCI 2.3 規格に準拠したユ
ニバーサル電圧の 32 ビット /64 ビット 33/66 MHz インタフェースです。 MVS-8601 お
よび MVS-8602 により使用される電圧、データパス幅、クロック速度は、フレームグ
ラバが接続されているスロットによって異なります。 これらに関する詳細については、
p. 15 の「MVS-8601 または MVS-8602 PCI スロットを選択する」で説明します。 

PCI Express バスインタフェース
MVS-8602e には x4 PCI Express バスインタフェースがあります。 PCI Express カード
スロットのサイズには、x1、x4、x8、x16 の 4 種類があります。 p.18 の図 3 を参照し
てください。 

機能
MVS-8601 および MVS-8602 
(PCI) MVS-8602e (PCIe)

Medium Camera Link なし
Base Camera Link のみサポート

Base Camera Link および Medium 
Camera Link をサポート

オンボードメモリ 48 MB - 8601
48 MB - 8602

128 MB

最高帯域幅
( 持続レート )

300 MB/ 秒 360 MB/ 秒

エンコーダの分解能 1 倍のエンコーダ分解能のみ 1 倍、2 倍、または 4 倍のエンコー
ダ分解能

エンコーダオフセットでの
トリガ

サポートなし サポートあり

画像取り込みの間は
エンコーダを無視

サポートなし サポートあり

ルックアップテーブル (LUT) MVS-8602 では共有 LUT 独立 LUT (1 チャネルにつき 1 つ )
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MVS-8600 ハードウェア 2
MVS-8602e には x4 バスインタフェースがあり、x1 カードスロットには物理的に入りま
せんが、そのほかの 3 種類のカードホルダには入ります。 MVS-8602e カードは、x8 また
は x16 スロットに接続したときに動作しますが、使用している PC のマザーボードに
よっては、カードは x1 速度 ( 通常速度の 4 分の 1) のみで動作することがあります。 

注 一部の PC マザーボードでは、x8 または x16 スロットに接続され
た x4 カードで x4 速度がサポートされますが、そのほかのマザー
ボードでは、速度が x1 に落ちます。 このため、MVS-8602e を x4 
スロットに挿入することを推奨します。 x8 または x16 スロットを使
用する必要がある場合は、BIOS 製造業者のマニュアルを参照し、
このような条件下で BIOS が x4 または x1 動作をサポートしている
かどうかを確認してください。

ビデオ画像取り込みインタフェース
MVS-8600 シリーズのビデオ画像取り込みインタフェースには次の特徴があります。

• Camera Link 通信インタフェースを使用する Base Configuration カメラを 1 台 
(MVS-8601) または 2 台 (MVS-8602 および MVS-8602e) サポートしています。

• エリアスキャンカメラをサポートしています。

• ラインスキャンカメラをサポートしています。 

• Camera Link Base および Medium Configuration カメラをサポートしています。
(Medium Configuration カメラをサポートしているのは MVS-8602e のみ )

仕様
MVS-8600 シリーズには 3 つのモデルがあります。 2 つのモデル、MVS-8601 と 
MVS-8602 は PCI バスに、MVS-8602e は PCI Express バスに接続します。 表 14. は 4 
つのモデルの仕様と差異を示しています。 

PCI バス PCI Express バス

特徴 MVS-8601 MVS-8602 MVS-8602e

同時に接続できるカメラの
台数 

1 2 2

非同期画像の取り込み数 1 2 2

サポートされている 
Camera Link 
コンフィギュレーション 

1 つの Base 
Configuration

1 つまたは 2 つの 
Base 

Configuration

1 つまたは 2 つの Base Configuration
または 1 つの Medium Configuration

表 14. MVS-8600 シリーズの仕様
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2 MVS-8600 ハードウェア
FIFO バッファ用
オンボード SDRAM 

48 MB 48 MB 128 MB

バスインタフェース ユニバーサル電圧 PCI 32/64 ビット、
33/66 MHz

PCI Express、x4

バスインタフェース
オプション 

64 ビットのロング PCI または PCI-X 
のスロットでの 66 MHz 動作。 

標準 32 ビットのショート PCI スロッ
トでの 33 MHz 動作 ( ボードはスロッ
トの末端を超えて拡張 ) 

どのような x4 PCIe スロットにも接
続できます。また、x4 互換の x8 ま
たは x16 スロットにも接続できます。

バス転送レート ピークレート 533 MB/ 秒
持続レート 300 MB/ 秒

ピークレート 1 GB/ 秒 
持続レート 360 MB/ 秒

Camera Link 画像取り込み
レート 

最大 85 MHz/ 入力 最大 85 MHz/ 入力

カメラスキャンモード エリアスキャンまたはラインスキャン エリアスキャンまたはラインスキャン

フレームバッファの特徴 低レイテンシ I/O
マルチタップの結合

エリアスキャンとラインスキャンで
は 1 つの画像は 64K × 64K まで

ラインスキャンでは 64 K ×任意のラ
インまで (FreeRunning TriggerModel 

使用時 )

低レイテンシ I/O
マルチタップの結合

エリアスキャンとラインスキャンで
は 1 つの画像は 64K × 64K まで

ラインスキャンでは 64 K ×任意のラ
インまで (FreeRunning TriggerModel 

使用時 )

ルックアップテーブル 1 つの 256 KB エ
ントリのテーブル

2 つの 256 KB エ
ントリのテーブル

2 つの 512 KB エントリのテーブル

RGB カラーカメラのサポート 可 可

カラー / モノクロデータ変換 RGB またはモノクロの各種フォー
マット ( 階調やデータパッキング方法

を選択可能 )

RGB またはモノクロの各種フォー
マット ( 階調やデータパッキング方

法を選択可能 )

パラレル I/O 構成 3 種類、ソフトウェアでロード可能 3 種類、ソフトウェアでロード可能

PCI バス PCI Express バス

特徴 MVS-8601 MVS-8602 MVS-8602e

表 14. MVS-8600 シリーズの仕様
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MVS-8600 ハードウェア 2
プログラマブル I/O ライン
の本数 
( ロードされている I/O 構成
によって異なる )

8 本の入力と 8 本の出力
または 6 本の入力と 6 本の出力

8 本の入力と 8 本の出力
または 6 本の入力と 6 本の出力

プログラマブル I/O 
ラインの接続タイプ 光絶縁型 光絶縁型

ハードウェアトリガライン 1 2 2

ハードウェアストロボライン 1 2 2

トリガラインとストロボラ
インの配線オプション TTL または光絶縁 TTL または光絶縁

エンコーダ入力ライン 
( ラインスキャンカメラ用 ) 

1 × 2 フェーズ 2 × 2 フェーズ 2 × 2 フェーズ

サポートされているエン
コーダタイプ 

TTL または LVDS 差動
最大出力 +5 V

TTL または LVDS 差動
最大出力 +5 V

エンコーダの最大周波数 10 MHz 10 MHz

MVS-8600 から供給される
カメラ電源 

+12 V @ 1.0 A
+5 V @ 1.0 A ( オプション )

+12 V @ 1.0 A
+5 V @ 1.0 A ( オプション )

カメラ電源保護 ポリスイッチ自己復帰型ヒューズ ポリスイッチ自己復帰型ヒューズ

ボードの電源条件
( カメラ電源にかかわらず
必要 ) 

+5 V @ 3.0 A +5 V @ 3.0 A

ボードの寸法 PCI ショートカード
168 × 107 mm

PCI ショートカード
168 × 107 mm

動作周囲温度 0 ～ 70 ℃ 0 ～ 70 ℃

動作周囲湿度 最大 95% ( 結露しないこと ) 最大 95% ( 結露しないこと )

FCC Class A Class A

CE Class A、RoHS 準拠 Class A、RoHS 準拠

PCI バス PCI Express バス

特徴 MVS-8601 MVS-8602 MVS-8602e

表 14. MVS-8600 シリーズの仕様
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I/O デバイスのサポート
MVS-8600 シリーズフレームグラバは、パラレル信号インタフェースラインを介して、
ストロボ、トリガ、エンコーダ、センサ、LED、プログラマブルコントローラなどの
デバイスと通信します。 

フレームグラバのフェースプレートにあるヒロセ HR10 コネクタは、トリガ、ストロ
ボ、およびエンコーダラインの接続に使用します。 ボードにある 2 つの 26 ピンの IDC 
ヘッダは、ヒロセコネクタと同じ信号への接続に加えて、8 本の光絶縁入力ラインと 8 
本の光絶縁出力ラインへの接続に使用できます。
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機械的仕様
この節では、MVS-8600 シリーズフレームグラバの機械的レイアウト、コネクタ、環
境条件、および出荷時の梱包について説明します。

部品のレイアウト図
MVS-8601 および MVS-8602 は、168 × 107 mm のショートサイズの PCI カードであ
り、1 つの PCI バススロットを占有します。 MVS-8602e は、168 × 107 mm のショー
トサイズの PCI Express カードであり、1 つの PCI Express x4 スロットを占有します。

図 15 は、MVS-8602 の回路基板上のコネクタを示し、図 16 は MVS-8602e の回路基
板上のコネクタの図を示しています。 

 図 15. MVS-8602 の部品の配置図

MVS-8601 には、上記の図でカメラポート 0 と同じ位置にカメラポート 0 があります
が、2 つめのカメラポート 1 はありません。 それ以外に関しては、MVS-8601 と 
MVS-8602 は同じレイアウトを使用しています。
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mカメラ
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P8

P7

P3

P2

P1

P4 P6
ヒロセ 12 
ピン I/O
コネクタ
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S2 工場での診断用のみ

U26
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ピン 26

ポート 0

カメラ
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2 MVS-8600 ハードウェア
 図 16. MVS-8602e の部品の配置図

コネクタの概要
MVS-8600 フレームグラバのフェースプレートには次のコネクタがあります。

• MDR-26 メスコネクタ (3M P/N: 10226-6212VC) である 1 つまたは 2 つの標準 
Camera Link カメラコネクタ。 MVS-8601 にはコネクタが 1 つあり、MVS-8602 に
はコネクタが 2 つあります。 これらのポートには、3M 101nn-3000VE コネクタま
たは同等品が付いたケーブルを接続します。 カメラコネクタのピン番号およびピ
ン配列は p. 58 の「カメラコネクタ」に示しています。

• 1 つのヒロセ HR10-10R-12S メスリセプタクル。 このコネクタは、トリガ、スト
ロボ、およびエンコーダ信号ラインをフェースプレートに出しています。 p. 62 の
「ヒロセ HR10 コネクタ P3」で説明しているように、Cognex 製 I/O 接続モジュー
ル (P/N: 800-5885-1) に接続する Cognex 製パラレル I/O ケーブルと使用する必要
があります。 

カメラ

168 mm
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m
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MVS-8600 フレームグラバの回路基板には次のジャックがあります。

• ジャック P4 と P6 は、26 ピンの IDC ヘッダで、それぞれ光絶縁信号ラインの半
分と、ヒロセ HR10 コネクタと重複する信号ラインを接続します。 これらのヘッ
ダの 1 つまたは両方を Cognex 製 I/O ケーブル 300-0240 に接続し、信号ラインを 
PC のバックパネルから取り出すことができます。 ジャック P4 および P6 について
は、p. 63 の「26 ピン IDC コネクタ P4」以降で説明します。

• ジャック P7 および P9 は、工場のテスト機器用のコネクタです。 これらのジャッ
クは一切使用しないでください。 MVS-8602e には P7 および P9 コネクタがついて
いますが、MVS-8601 および MVS-8602 についているのは P7 コネクタのみとな
りますので注意してください。 

• ジャック P8 は、PC 電源ユニットから供給される標準の PC ディスクドライブ用
電源プラグを接続するための Molex 電源コネクタです。 

ジャンパの概要
MVS-8600 フレームグラバの回路基板には次のジャンパ ( 別名スイッチ ) があります。

• ジャンパの位置 S1 と S2 により、V_CAM0 および V_CAM1 出力ライン上を流れ
る電力レベル (+5 V または +12 V) が決まります。 S1 および S2 の詳細については、
p. 55 の「電源出力切り替えジャンパ S1 および S2」を参照してください。

• ジャンパの位置 S3 ～ S6、および S7 ～ S10 は将来使用するために確保されてい
ます。 これらのジャンパの詳細については、p. 57 の「ジャンパ S3 ～ S10」で説
明します。 

• MVS-8601/MVS-8602 ではボード位置 U26、MVS-8602e ではボード位置 U100 に
あるデュアル DIP スイッチブロックは、工場での診断用スイッチです。 これらの
スイッチを OFF の位置から変更しないでください。

環境条件
表 15. は、MVS-8600 の環境条件を示しています。 これらの仕様は、フレームグラバを
取り付ける PC の内部環境に関する仕様です ( これらは、p.46 の表 14. に示されている
のと同じ条件です )。 

動作条件

温度 0 ～ 70 ℃

湿度 ( 結露しないこと ) 最大 95%

表 15. 環境条件
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出荷
MVS-8600 フレームグラバはすべて保護用梱包材と帯電防止袋に入れて出荷されます。 
別の場所へ輸送する場合に備えて、梱包材などはすべて保管しておいてください。
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規格への準拠
MVS-8600 シリーズは、安全性、電磁波対策、静電気感度に関して、次に示す国際規
格を満たしています。また、RoHS 指令にも適合しています。 

国際
MVS-8600 シリーズは、次の電磁波放射規格に準拠しています。

• 米国連邦規制法第 15 部 :  連邦通信委員会 (FCC) クラス A 無線周波放射規格

• 欧州連合 (EU) 電磁波規格 EN55022:1994+ A1:1995+ A2:1997

• 日本 VCCI 規格

• オーストラリアおよびニュージーランド規格 3548

欧州共同体 (EC)
MVS-8600 シリーズフレームグラバは、次のテストを含む、計測、制御、および実験
装置の耐性に関する EN61326:1998 評議会指令に準拠しています。

• EN61000-4-2:1995

• EN61000-4-3:1998

• EN61000-4-4:1995

• EN61000-4-5:2001

• EN61000-4-6:1996

• EN61000-4-8:1998

• EN61000-4-11:1994

MVS-8600 シリーズフレームグラバは、電磁波放射に関する次の評議会指令に準拠し
ています。

• EN61000-3-2:2000

• EN61000-3-3:2000

MVS-8600 の製造業者は次のとおりです。

Cognex Corporation
One Vision Drive
Natick, MA 01760

ヨーロッパの拠点は次のとおりです。
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Cognex France
Immeuble Le Patio
104 Avenue Albert 1er
92563 Rueil Malmaison
France

電気的仕様
この節では、MVS-8600 の電気的仕様を説明します。これには、電源条件や信号の説
明も含まれます。 

電源条件
MVS-8600 ボードには PCI バスまたは PCI Express バスから +5 V 電源が供給されま
す。 最大電流は、3.0 A です。 ボードの電源投入時に最大電流が流れます。

次のいずれかからカメラに +12 V 電源を供給します。

1. カメラ製造業者によって指定されている外部電源から供給する。 

2. MVS-8600 I/O 接続モジュールの +12 V または +5 V ( もしくは両方 ) に接続して、
MVS-8600 から供給する  (p.71 の図 23 を参照してください )。 この場合、次の点
に注意してください。

• ホスト PC の電源からのディスクドライブの電源プラグが MVS-8600 の P8 
ジャックに接続されている場合、最高 1.0 A を供給できます ( すべてのカメラ
)。

• ホスト PC の電源からのディスクドライブの電源プラグが MVS-8600 の P8 
ジャックに接続されていない場合、最高 0.5 A を供給できます ( すべてのカメ
ラ )。

3. フレームグラバからカメラへの PoCL ケーブルを使用して、最新の MVS-8602e か
ら供給する。 この場合も、上記の 2 点に注意してください。 PoCL の詳細について
は、p. 28 の「PoCL (Power over Camera Link)」を参照してください。

電源出力切り替えジャンパ S1 および S2
カメラ電源ピン V_CAM0 および V_CAM1 により供給される電力 (+5 V または +12 V) 
は、ボード位置 S1 と S2 にあるジャンパブロックによって決まります。 この設定は、
MVS-8601/MVS-8602 ボードと MVS-8602e ボードでは多少異なります。 ジャンパブ
ロックについては、下記の「MVS-8601 および MVS-8602 電源切り替えジャンパ」お
よび「MVS-8602e 電源切り替えジャンパ」の節で説明します。 
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MVS-8601 および MVS-8602 電源切り替えジャンパ
図 17 は、工場出荷時のデフォルト設定を示します。 

 図 17. MVS-8601 および MVS-8602 の S1 と S2 のデフォルト設定

注意 Cognex 製 I/O 接続モジュール (P/N: 800-5885-1) を使用する場合、
ジャンパ S1 および S2 を工場出荷時のデフォルト設定のままにし
ておく必要があります。 

次の表は、ジャンパ設定位置の意味を示しています。 

MVS-8602e 電源切り替えジャンパ
図 18 は、工場出荷時のデフォルト設定を示します。 

 図 18. MVS-8602e の S1 と S2 のデフォルト設定

S2
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1
+5 V +12 V

2 3

V_CAM0

V_CAM1

1-2 にジャンパを設定 2-3 にジャンパを設定

S2 +5 V を V_CAM0 に設定 ( デ
フォルト )

+12 V を V_CAM0 に設定

S1 +5 V を V_CAM1 に設定 +12 V を V_CAM1 に設定 ( デ
フォルト )

S2

S1

+5 V

+5 V

+12 V

V_CAM1

V_CAM0
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注意 Cognex 製 I/O 接続モジュール (P/N: 800-5885-1) を使用する場合、
ジャンパ S1 および S2 を工場出荷時のデフォルト設定のままにし
ておく必要があります。 

次の表は、ジャンパ設定位置の意味を示しています。 

ジャンパ S3 ～ S10
ジャンパ S3 ～ S10 は将来使用するために確保されています。 これらのジャンパは、下
記の図 19 に示されている工場出荷時のデフォルト位置のままにしておいてください。 

 図 19. ジャンパ S3 ～ S10 の工場出荷時のデフォルト設定

自己復帰型ヒューズ
MVS-8600 シリーズフレームグラバには、ユーザが交換可能なヒューズはありません。

電源入力コネクタ P8 のラインは、ポリスイッチ自己復帰型ヒューズによって保護され
ています。 

これらのラインで過電圧または過電流条件が発生すると、ポリスイッチヒューズが動
作して、回路を開放します。 この場合は、過電流条件の原因となったデバイスを取り
外し、過電流条件を是正し、ポリスイッチ回路が冷却するまで数分間待ち、デバイス
を再度差し込む必要があります。ヒューズは自動的に復帰します。 

+5 にジャンパを設定 +12 にジャンパを設定

S1 +5 V を V_CAM0 に設定 
( デフォルト )

+12 V を V_CAM0 に設定

S2 +5 V を V_CAM1 に設定 +12 V を V_CAM1 に設定 
( デフォルト )

cc

-
cc

+
S3 S4

S5 S6
cc

-
cc

+
S7 S8

S9 S10

カメラポート 0 カメラポート 1

注 :  これらのデフォルト
設定のみ使用してください
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DIP スイッチ
DIP スイッチの位置は、MVS-8601 および MVS-8602 では U26、MVS-8602e では 
U100 です。 これらのスイッチは、工場での診断に使用されるものです。デフォルト設
定 (OFF) から変更しないでください。 

カメラコネクタ
カメラは、フェースプレートにある 1 つまたは 2 つの 26 ピン MDR 高密度 Mini-D コネ
クタを介して MVS-8600 フレームグラバに接続します。 これらのコネクタは、Camera 
Link 仕様に定義されています。

カメラコネクタのピン番号を図 20 に示します。 この図は、フレームグラバボードを水
平に持ち、フェースプレートを手前に向け、ヒロセコネクタが左側になるようにした
ときにコネクタを正面から見た状態です。

 図 20. カメラコネクタのピン番号

デュアルポートボード上の 2 つのコネクタのピン配列は同じです。 Camera Link 信号
は、低電圧差動信号であり、各信号には 2 本のワイヤが必要です。 各信号ペアの 2 つの
部分は、「+」と「-」符号で識別されています。

表 16. は、カメラコネクタのピン配列を示しています。 この表は、Camera Link 仕様に
定義されているピン番号および信号名を信号名別に示しています。

2007 年に Camera Link 仕様が更新され、PoCL (Power over Camera Link) がサポート
されるようになりました。 この改訂により、ピン 1、13、14、および 26 の使用法が再
定義されました。 これらのピンは、以前はケーブルシールドに連動していましたが、
フレームグラバからカメラへの 2 本の +12 V 電源供給と 2 本の電源接地帰路を提供す
るために使用されるようになりました。 次のテーブルは、これらのピンの従来の用途
と新しい用途を示しています。 そのほかの情報については、p. 28 の「PoCL (Power 
over Camera Link)」を参照してください。 

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

1 シールド線または 
+12V 電源 (PoCL)

9 XCLK+ 17 CC2+

14 シールド線
または +12V 帰路 
(PoCL)

21 X3- 4 CC2-

表 16. 信号名別による Camera Link カメラコネクタのピン配列

1

14

13

26
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表 17. は、カメラコネクタのピン配列をピン番号順に示しています。 

25 X0- 8 X3+ 16 CC3-

12 X0+ 20 SerTC+ 3 CC3+

24 X1- 7 SerTC- 15 CC4+

11 X1+ 19 SerTFG- 2 CC4-

23 X2- 6 SerTFG+ 13 シールド線または 
+12V 帰路 (PoCL)

10 X2+ 18 CC1- 26 シールド線または 
+12V 電源 (PoCL)

22 XCLK- 5 CC1+

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

1 シールド線または 
+12V 電源 (PoCL)

10 X2+ 19 SerTFG-

2 CC4- 11 X1+ 20 SerTC+

3 CC3+ 12 X0+ 21 X3-

4 CC2- 13 シールド線または 
+12V 帰路 (PoCL)

22 XCLK-

5 CC1+ 14 シールド線または 
+12V 帰路 (PoCL)

23 X2-

6 SerTFG+ 15 CC4+ 24 X1-

7 SerTC- 16 CC3- 25 X0-

8 X3+ 17 CC2+ 26 シールド線また
は +12V 電源 
(PoCL)

9 XCLK+ 18 CC1-

表 17. ピン番号順による Camera Link カメラコネクタのピン配列

ピン 信号名 ピン 信号名 ピン 信号名

表 16. 信号名別による Camera Link カメラコネクタのピン配列
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カメラケーブル
Camera Link カメラが標準の MDR-26 Camera Link コネクタを使用していて、PoCL 電
源を使用しない場合は、次のいずれかの Cognex 製ケーブルを使用して、MVS-8600 
のカメラポートと Camera Link カメラを接続します。 

• 長さ 5 メートルの Camera Link ケーブル (P/N: 185-0241)

• 長さ 10 メートルの Camera Link ケーブル (P/N: 185-0242)

カメラが MiniCL コネクタを搭載している場合は (CIS 製および Sony 製の Camera Link 
カメラすべて、ならびに日立製 KP-F200SCL および KP-F500SCL カメラは MiniCL コ
ネクタを搭載しています )、次の Cognex 製ケーブルを使用します。

• 長さ 5 メートルの Miniature Camera Link ケーブル (P/N: 185-1001)

• 長さ 10 メートルの Miniature Camera Link ケーブル (P/N: 185-1002)

2007 年、Camera Link 仕様に PoCL 機能のサポートが追加されました。これにより、
フレームグラバは、カメラケーブルを経由して、PoCL カメラに +12 V の電源を提供
できます。 この変更により、これまでケーブルシールドに連動していた 4 本のカメラ
ケーブルラインを使用して、+12 V 電源供給ライン 2 本と接地帰路 2 本が提供されま
す。 p. 29 の「MVS-8602e が PoCL をサポートしているかの判断」で説明しているとお
り、最新の MVS-8602e ボードでは、PoCL の使用がサポートされています。 

MiniCL コネクタを搭載した PoCL カメラを使用している場合は、次の Cognex 製ケー
ブルを使用します。

• 長さ 5 メートルの高屈曲性 PoCL Miniature Camera Link ケーブル (P/N: 
185-1093R)

Cognex 製の Camera Link ケーブルの一方の端にはつまみネジが付いており、もう一方
の端にはクリックロックコネクタが付いています。 

注 クリックロックコネクタをフレームグラバに接続します。

つまみネジコネクタを Camera Link カメラに接続します。

パラレル I/O コネクタおよびケーブル
MVS-8600 シリーズのパラレル I/O 構成は次を含みます。

• TTL または光絶縁型の専用のトリガ入力ライン。カメラポートごとに 1 ライン。

• TTL または光絶縁型の専用のストロボ出力ライン。カメラポートごとに 1 ライン。

• ラインスキャンカメラと使用するエンコーダ用の専用入力ライン。カメラポート
ごとに 1 セット。 TTL エンコーダと LVDS 差動エンコーダの両方がサポートされ
ています。
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• アプリケーションで使用するための、6 ペアまたは 8 ペアのプログラマブル光絶
縁入力ライン。

• アプリケーションで使用するための、6 ペアまたは 8 ペアのプログラマブル光絶
縁出力ライン。

• p. 32 の「ロード可能なソフトウェア I/O 構成」で説明しているように、パラレル 
I/O 構成はソフトウェアによって定義されます。

パラレル I/O 信号は、フレームグラバのフェースプレートにあるヒロセ HR10 コネク
タと MVS-8600 のメインボードにある、P4 と P6 というラベルの付いた 2 つの 26 ピ
ン IDC ヘッダに伝送されます。 下記の節では、これらのパラレル I/O 信号について説明
します。

MVS-8600 の信号名
MVS-8600 の信号名については、本書および Cognex 製ソフトウェアのマニュアルで
は、下記のコードが使用されています。 

コード 説明

Tn カメラチャネル n 用の専用トリガ信号ライン

Sn カメラチャネル n 用の専用ストロボ信号ライン

An、An' カメラチャネル n 用のエンコーダチャネル A の接続。TTL 
タイプのエンコーダには、An と GND を使用。 LVDS タイプ
のエンコーダには、An および An' を使用。 

Bn、Bn' カメラチャネル n 用のエンコーダチャネル B の接続。 

OPTO_IN_m ± プログラマブル光絶縁入力ライン、m は、0 ～ 7 または 2 
～ 7。現在の I/O 構成によって異なる。

OPTO_OUT_m ± プログラマブル光絶縁出力ライン、m は、0 ～ 7 または 2 
～ 7。現在の I/O 構成によって異なる。 

表 18. MVS-8600 の信号名コード 
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ヒロセ HR10 コネクタ P3
フェースプレートにあるヒロセ HR10-10R-12S コネクタには、トリガ、ストロボ、お
よびエンコーダ信号、カメラ電源ラインおよびグラウンドラインが出ています。 この
コネクタは、Cognex 製ケーブルを使用して I/O 接続モジュール (P/N: 800-5885-1) に
接続するようにデザインされています。 

ヒロセ HR10 コネクタのすべての信号は、P4 または P6 コネクタ、またはその両方と
重複しています。

p. 30 の「パラレル I/O デバイスの接続」の説明に従って、トリガ、ストロボ、および
エンコーダのデバイスのワイヤを I/O モジュールに接続してください。 デバイスワイヤ
をヒロセ HR 10 コネクタに直接接続しないでください。 

p.87 の図 29 は、ヒロセ HR10-10R-12S コネクタのピン番号を示します。 下の表 19. は
このコネクタのピン配列で、このコネクタのピン配列を示し、P4 と P6 コネクタのど
のピンに同じ信号が伝送されるかを示しています。 表 19. はケーブル参照用のみに使用
してください。 

V_CAMn カメラチャネル n 用の電源出力ライン。これらのラインの
電源は、フレームグラバから供給され、指定したカメラの
電源入力として使用することができます。 (p.71 の図 23 を
参照してください。) PC 電源がフレームグラバの P8 プラ
グから供給されている場合、これらのラインからの電源が 
1.0 A を超えないようにしてください。 電源が P8 プラグか
ら供給されていない場合は、これらのラインからの電源が 
0.5 A を超えないようにしてください。 これらのラインの代
わりに独立したカメラ電源を使用してカメラに電源を供給
することを推奨します。 

TAP24V_x-y 光絶縁出力回路用の電源入力ライン。 p. 74 の「プログラマ
ブルライン出力回路」で説明しているように、出力ライン
に電源を供給するには、これらのラインに 5 ～ 24 V を加え
ます。 

信号名

ヒロセ 
HR10 
のピン

同じ信号が伝送
される P4 のピン

同じ信号が伝送
される P6 のピン 注

GND 1 8、12、16、26 8、12、16、26

+V_CAM0 2 10 10

表 19. フェースプレートのヒロセ HR10 コネクタのピン配列

コード 説明

表 18. MVS-8600 の信号名コード 
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p. 32 の「ロード可能なソフトウェア I/O 構成」で説明するように、いくつかのピンで
は、現在ロードされている I/O 構成によって伝送される信号が異なります。 表 19. の信
号名については、「MVS-8600 の信号名」p. 61 を参照してください。 

26 ピン IDC コネクタ P4
P4 と P6 コネクタは、ボードのプログラマブル光絶縁入力および出力ラインの唯一の
接続ポイントです。 プログラマブル入力と出力ラインペアの半分は、P4 に接続されて
おり、もう半分は、P6 に接続されています。 

図 21 は、P4 と P6 コネクタのピン番号を示しています。 

 図 21. P4 と P6 コネクタのピン番号

A0 3 11

A0' または A1 4 13

B0 5 22

B0' または B1 6 24

S1 または A1' 7 13 MVS-8602 およ
び MVS-8602e 
のみ

T0 または B1 8 22

T1 または B1' 9 24 MVS-8602 およ
び MVS-8602e 
のみ

GND 10 8、12、16、26 8、12、16、26

+V_CAM1 11 15 15

S0 または A1 12 11

信号名

ヒロセ 
HR10 
のピン

同じ信号が伝送
される P4 のピン

同じ信号が伝送
される P6 のピン 注

表 19. フェースプレートのヒロセ HR10 コネクタのピン配列

1

2

25

26
ボードの 
上
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デバイスのワイヤを 300-0240 ケーブルの DB-25 コネクタに接続します。必要な場合
には、汎用 I/O キットから端子ブロック (195-0330) を接続することもできます。詳細
については、p. 30 の「パラレル I/O デバイスの接続」を参照してください。 デバイス
ワイヤを P4 コネクタに直接接続しないでください。 

表 20. は、P4 コネクタのピン配列をピン番号順に示しています。また、同じ信号が伝
送されるヒロセ HR10 コネクタのピンを示しています。 表 20. はケーブル参照用のみに
使用してください。 

信号名
P4 のピン

300-0240 および 
195-0330 端子ブ

ロックの
DB-25 上のピン 同じ信号が伝送されるピン

OPTO_OUT_1+ 1 1

TAP24V_0-3 2 14

OPTO_OUT_1- 3 2

OPTO_OUT_0+ 4 15

OPTO_IN_0_1+ 5 3

OPTO_OUT_0- 6 16

OPTO_IN_0- 7 4

GND 8 17 ヒロセ 1、10

OPTO_IN_1- 9 5

+V_CAM0 10 18 ヒロセ 2

A0 11 6 ヒロセ 3

GND 12 19 ヒロセ 1、10

A0' または A1 13 7 ヒロセ 4

未接続 ( 使用し
ない )

14 20

+V_CAM1 15 8 ヒロセ 11

GND 16 21 ヒロセ 1、10

OPTO_OUT_2+ 17 9

表 20. P4 コネクタのピン配列
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p. 32 の「ロード可能なソフトウェア I/O 構成」で説明するように、いくつかのピンで
は、現在ロードされている I/O 構成によって伝送される信号が異なります。 表 20. の信
号名については、「MVS-8600 の信号名」p. 61 を参照してください。 

26 ピン IDC コネクタ P6
P6 コネクタは、光絶縁入力ラインと出力ラインを接続し、ヒロセ HR10 コネクタと同
じ信号の一部を伝送します。 

デバイスのワイヤを 300-0240 ケーブルの DB-25 コネクタに接続します。必要な場合
には、汎用 I/O キットから端子ブロック (195-0330) を接続することもできます。詳細
については、p. 30 の「パラレル I/O デバイスの接続」を参照してください。 デバイス
ワイヤを P6 コネクタに直接接続しないでください。 

p.63 の図 21 に P6 コネクタのピン番号を示します。 

OPTO_OUT_3+ 18 22

OPTO_OUT_2- 19 10

OPTO_OUT_3- 20 23

OPTO_IN_2_3+ 21 11

B0 22 24 ヒロセ 5

OPTO_IN_2- 23 12

B0' または B1 24 25 ヒロセ 6

OPTO_IN_3- 25 13

GND 26 未接続 ヒロセ 1、10

信号名
P4 のピン

300-0240 および 
195-0330 端子ブ

ロックの
DB-25 上のピン 同じ信号が伝送されるピン

表 20. P4 コネクタのピン配列
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表 21. は、P6 コネクタのピン配列をピン番号順に示しています。また、同じ信号が伝
送されるヒロセ HR10 コネクタのピンを示しています。表 21. は、ケーブル参照用の
みに使用してください。 

信号名
P6 の
ピン

300-0240 および 
195-0330 端子ブ

ロックの
DB-25 上のピン

同じ信号が伝送さ
れるピン 注

OPTO_OUT_5+ 1 1

TAP24V_4-7 2 14

OPTO_OUT_5- 3 2

OPTO_OUT_4+ 4 15

OPTO_IN_4_5+ 5 3

OPTO_OUT_4- 6 16

OPTO_IN_4- 7 4

GND 8 17 ヒロセ 1、10

OPTO_IN_5- 9 5

+V_CAM0 10 18 ヒロセ 2

S0 または A1 11 6 ヒロセ 3

GND 12 19 ヒロセ 1、10

S1 または A1' 13 7 ヒロセ 4 MVS-8602/
MVS-8602e 
のみ

未接続 ( 使用し
ない )

14 20

+V_CAM1 15 8 ヒロセ 11

GND 16 21 ヒロセ 1、10

OPTO_OUT_6+ 17 9

OPTO_OUT_7+ 18 22

OPTO_OUT_6- 19 10

表 21. P6 コネクタのピン配列
66 MVS-8600 ハードウェアマニュアル



2 MVS-8600 ハードウェア
p. 32 の「ロード可能なソフトウェア I/O 構成」で説明するように、いくつかのピンで
は、現在ロードされている I/O 構成によって伝送される信号が異なります。 表 21. の信
号名については、次の節を参照してください。 

ライン番号
トリガライン、ストロボライン、エンコーダライン、およびカメラチャネル間の対応
は 1 対 1 です。 つまり T0、S0、A0、A0'、B0、および B0' はすべてカメラポート 0 に
接続したカメラに対応しています。 

同様に、T1、S1、A1、A1'、B1、および B1' はすべてカメラポート 1 に接続されたカ
メラに対応しています。 

ソフトウェアトリガまたはハードウェアトリガによる画像取り込みを行うことができ
ます。 ハードウェアトリガが MVS-8600 で有効になっている場合、T0 ラインに接続さ
れたトリガデバイスからのパルスにより、カメラチャネル 0 に接続されたカメラでの
画像取り込みが開始されます。ストロボが有効になっている場合、S0 ラインに接続さ
れたストロボが発光します。 同様に、トリガが MVS-8602 および MVS-8600e で有効に
なっている場合、T1 ラインのトリガパルスにより、カメラチャネル 1 の画像取り込み
が開始されます。また、有効になっている場合は、S1 ラインに接続されたストロボが
発光します。 

カメラポート 0 に接続されているカメラがラインスキャンカメラである場合、ライン 
A0 および B0 (LVDS エンコーダの場合は、A0' および B0') のエンコーダ入力を使用し
ます。 同様に、カメラポート 1 に接続されているラインスキャンカメラは、A1 および 
B1 (LVDS の場合は A1' および B1') のエンコーダ入力を使用します。 

OPTO_OUT_7- 20 23

OPTO_IN_6_7+ 21 11

T0 または B1 22 24 ヒロセ 8

OPTO_IN_6- 23 12

T1 または B1' 24 25 ヒロセ 9 MVS-8602/
MVS-8602e 
のみ

OPTO_IN_7- 25 13

GND 26 未接続 ヒロセ 1、10

信号名
P6 の
ピン

300-0240 および 
195-0330 端子ブ

ロックの
DB-25 上のピン

同じ信号が伝送さ
れるピン 注

表 21. P6 コネクタのピン配列
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MVS-8600 用の I/O 接続モジュール
トリガ、ストロボ、およびエンコーダのデバイスのワイヤを MVS-8600 に接続するに
は、MVS-8600 の I/O 接続モジュール (P/N: 800-5885-1) を使用します。

I/O 接続モジュールは、次の機能を提供します。

• MVS-8600 から供給される +5 V および +12 V 電源を最大 1.0 A で出力するワイヤ
接続端子 

• MVS-8600 のヒロセ HR10 コネクタに伝送される信号に対応したワイヤ接続端子

• 接続した入力ケーブルに対応した LED が点灯し、そのケーブルによって有効に
なった端子ブロックのジャックを示します。

• DIN 標準レールへの取り付け

I/O 接続モジュールのレイアウト
図 22 は、I/O 接続モジュールのレイアウトを示します。

 図 22. MVS-8600 用の I/O 接続モジュール

DB-25F コネクタは、p.70 の表 23. に示されている Cognex 製ケーブルを使用して 
MVS-8600 に接続します。 
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I/O 接続モジュールの仕様
表 22. は、I/O 接続モジュール (P/N: 800-5885-1) の機械的仕様と電気的仕様を記載し
ています。 

仕様 説明

寸法 幅 : 11.91 cm
高さ : 6.03 cm
奥行き : 8.26 cm

取り付け #3 DIN レールに取り付け可能

動作電圧 5  ～ 24 VDC

電源 +5 VDC および +12 VDC ( 最大 1 A) 
MVS-8600 から給電

最大出力電流 100  mA ( 引き込み側または供給側、
ストロボ用 )

トリガ ON 状態時の電圧降下 10 mA で 0.4 VDC
24 mA で 2.6 VDC

トリガ OFF 状態時の漏れ電流 10 mA (10 VDC における最大値 )

ストロボの出力遅延 ON:  5.0 mA で 15 µs
OFF: 5.0 mA で 30 µs

入力抵抗 最大 1000 Ω

入力ステート電流 ON: 3.5 ～ 24 mA
OFF: 500 µA

トリガ入力遅延 ON:  2.0 mA で 5 µs
OFF:  2.0 mA で 4 µs

線材の直径 26 ～ 12 AWG

端子ブロックのトルク 最大 0.8 Nm (7 in-lbf)

動作環境 動作温度 :  0 ～ 50 ℃
保管温度 :  -20 ～ 85 ℃
相対湿度 :  5 ～ 95 % ( 結露しないこと )

表 22. I/O 接続モジュールの仕様
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MSV-8600 を I/O モジュールに接続するための
ケーブル

p. 32 の「ロード可能なソフトウェア I/O 構成」で説明しているように、ヒロセポート
を I/O 接続モジュールに接続するために使用するケーブルは、現在ロードされている
ソフトウェア I/O 構成によって異なります。 表 23. は、I/O 構成オプションおよび対応
するケーブルの概要を示しています。 

表 23. の各パラレル I/O ケーブルは、I/O モジュールの対応した接続ジャックのセット
を有効にします。 フレームグラバを取り付けた PC の電源を入れると、有効になった
ジャックの LED が点灯します。 ジャック J2 および J3 はすべてのケーブルで有効にな
ります。

注 3 本すべての I/O ケーブルに関して、I/O 接続モジュールのジャッ
ク J2 および J3 に正しい電圧を供給するには、ボードジャンパ S1 
および S2 を工場出荷時のデフォルト設定にしておく必要がありま
す。 これらのジャンパについては、p. 55 の「電源出力切り替え
ジャンパ S1 および S2」を参照してください。

I/O 接続モジュールの各ジャックの使用方法については、p.71 の表 24. を参照してくだ
さい。 

Cognex 製
ケーブル

ソフト
ウェア 
I/O 構成

サポートされるカメラおよび
エンコーダ

このケーブルによって
有効になる I/O 
モジュールのジャック

300-0539 1

エリアスキャンカメラ、また
はラインスキャンカメラと 
LVDS エンコーダ、あるいは 
2 台のラインスキャンカメラ
と共有エンコーダ

J6、J7、J8、J10

300-0540 2 ラインスキャンカメラと TTL 
エンコーダ

J5、J6、J8、J10

300-0538 3 2 台のラインスキャンカメラ
と LVDS エンコーダ

J7、J9

表 23. MVS-8600 を I/O 接続モジュールに接続するための PIO ケーブル
70 MVS-8600 ハードウェアマニュアル



2 MVS-8600 ハードウェア
I/O 接続モジュールへのデバイスの接続
図 23 は、I/O 接続モジュールのトップパネルのレイアウトを示しており、端子のラベ
ルが記載されています。 信号名の略語については、p.61 の表 18. を参照してくださ
い。

 図 23. I/O 接続モジュールへのワイヤ接続

I/O 接続モジュールの各接続ジャックは、デバイスのリード線を接続するための 4 つの
ネジ端子を持っています。 各ジャックの使用方法については、表 24. を参照してくださ
い。 2 番目の列は、p.70 の表 23. で説明しているソフトウェア I/O 構成オプションおよ
び対応する PIO ケーブルを示しています。 

ENCODERS
TTL I/O LVDS 0 LVDS 1

TTL 0 TTL 1 OPTO 0 OPTO 1
STROBES / TRIGGERS

GND CHASSIS GND

COGNEX

J3
J2

J6
J5

J8
J7

J10
J9

J1

J11 J4

+12V POWER OUTPUT

+5V POWER OUTPUT

STRB/TRIG0 STRB/TRIG1

A/B 0 A/B 1

STROBE 0 TRIGGER 0

A/B 0

STROBE 1 TRIGGER 1

A/B 1

+12v S0 T0  S1 T1 S0+ S0-  TO+ T0- S1+ S1-  T1+ T1-

A0 B0  A1 B1 A0+ A0-  BO+ B0- A1+ A1-  B1+ B1-+5v

カメラ
電源

フレーム
グラバ

ヒロセ

ケーブル、表 23 参照

ジャック
I/O 構成オ
プション 接続

J1 すべて DB-25 ジャックには、p.70 の表 23. に示されているいず
れかの PIO ケーブルを接続できます。

J2 すべて MVS-8600 からの +5 V 電源をカメラに供給します ( 最大 
1.0 A)。

表 24. I/O 接続モジュールの接続ジャック
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J3 すべて MVS-8600 からの +12 V 電源をカメラに供給します ( 最
大 1.0 A)。

J4 すべて シャーシのグラウンド端子にワイヤを接続します。

J5 2 両方のカメラポートのラインスキャンカメラに対応した 
TTL エンコーダに、エンコーダチャネル A および B を接
続します。

J6 1、2 両方のカメラポート用のトリガ入力およびストロボ出力
を接続するための TTL 接続ポイント。 トリガとストロボ
にはこの TTL ジャックまたは J8 - J10 の光絶縁ジャック
を使用します。TTL と光絶縁の両方は同時に使用できま
せん。

J7 1、3 カメラポート 0 のラインスキャンカメラに対応した 
LVDS エンコーダに、エンコーダチャネル A および B を
接続します。

J8 1、2 カメラポート 0 用のトリガ入力およびストロボ出力を接
続するための光絶縁接続ポイント。 トリガとストロボに
は、この光絶縁ジャックまたは TTL ジャック J6 を使用
します。TTL と光絶縁の両方は同時に使用できません。 

J9 3 カメラポート 1 のラインスキャンカメラに対応した 
LVDS エンコーダに、エンコーダチャネル A および B を
接続します。

J10 1、2 カメラポート 1 用のトリガ入力およびストロボ出力を接
続するための光絶縁接続ポイント。 トリガとストロボに
は、この光絶縁ジャックまたは TTL ジャック J6 を使用
します。TTL と光絶縁の両方は同時に使用できません。 

J11 すべて TTL 接地および電源接地用のグラウンド端子。

ジャック
I/O 構成オ
プション 接続

表 24. I/O 接続モジュールの接続ジャック
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論理回路図
この節には、パラレル I/O デバイスを MVS-8600 に接続する方法を示す回路図および
説明が記載されています。

プログラマブルライン入力回路
図 24 は、入力デバイスをプログラマブルライン OPTO_IN_0 ～ OPTO_IN_7 の光絶縁
入力回路に接続している様子を示しています。 これらのラインは、MVS-8600 の P4 お
よび P6 ジャックに現わされており、ケーブル 300-0240 によってホスト PC のバック
パネルまで来ています。 

 図 24. プログラマブルラインの光絶縁入力回路

注 光絶縁回路による信号の絶縁を最大限に利用するには、MVS-8600 
ではなく外部電源からプログラマブル入力ラインに電源を供給して
ください。 

8 本の光絶縁入力ラインは、4 つのペアにグループ分けされ、各ペアは共通のアノード 
(+) ピンを共有しますが、カソード (-) ピンは独立しています。 表 25. は、プログラマブ
ル入力ラインペアのグループ分けおよびピン番号を示します。 

オプトカプラ

2K2

OPTO_IN_n+ ( アノード、5 ～ 24 

OPTO_IN_n- ( カソード )
IF

P4
ピン

P4 の 300-0240 P6
ピン

P6 の 300-0240

信号名 DB-25 のピン DB-25 のピン

OPTO_IN_0_1+ 5 3

OPTO_IN_0- 7 4

OPTO_IN_1- 9 5

OPTO_IN_2_3+ 21 11

OPTO_IN_2- 23 12

表 25. 光絶縁入力ラインのグループ分け
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最初の 4 つの入力ペア ( ライン 0 ～ 3) は、P4 コネクタに出ています。 

その次の 4 つの入力ペア ( ライン 4 ～ 7) は、P6 コネクタに出ています。 

プログラマブルライン出力回路
図 25 は、出力デバイスをプログラマブルライン OPTO_OUT_0 ～ OPTO_OUT_7 の光
絶縁出力回路に接続している様子を示しています。 

 図 25. プログラマブルラインの光絶縁出力回路

注 光絶縁回路による信号の絶縁を最大限に利用するには、MVS-8600 
ではなく外部電源からプログラマブル出力ラインに電源を供給して
ください。 

OPTO_IN_3- 25 13

OPTO_IN_4_5+ 5 3

OPTO_IN_4- 7 4

OPTO_IN_5- 9 5

OPTO_IN_6_7+ 21 11

OPTO_IN_6- 23 12

OPTO_IN_7- 25 13

P4
ピン

P4 の 300-0240 P6
ピン

P6 の 300-0240

信号名 DB-25 のピン DB-25 のピン

表 25. 光絶縁入力ラインのグループ分け

オプトカプラ

4K7

TAP24V_0-3 または TAP24V_4-7

OPTO_OUT_n- ( エミッタ )
IF

OPTO_OUT_n+ ( コレクタ )
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各ラインのコレクタ (+) ピンには、4 ラインごとの TAP24V_n-n 共通レールに対するプ
ルアップ抵抗器があります。このプルアップ抵抗器を 5 ～ 24 V の必要な動作電圧に接
続する必要があります。 適切な TAP24V_n-n ラインに 5 ～ 24 V の電源を供給します。 出
力ライン 0 ～ 3 に電源を供給するには、P4 の TAP24V_0-3 を使用し、出力ライン 4 ～ 
7 に電源を供給するには、P6 の TAP24V_4-7 を使用します。

各ラインのエミッタ (-) ピンを外部電源のグラウンド端子に接続します。 

表 26. は、プログラマブル出力ラインペアのピン番号を示しています。 

P4 P4 の 300-0240 P6 P6 の 300-0240

信号名 ピン DB-25 のピン ピン DB-25 のピン

OPTO_OUT_0- 6 16

OPTO_OUT_0+ 4 15

OPTO_OUT_1- 3 2

OPTO_OUT_1+ 1 1

OPTO_OUT_2- 19 10

OPTO_OUT_2+ 17 9

OPTO_OUT_3- 20 23

OPTO_OUT_3+ 18 22

OPTO_OUT_4- 6 16

OPTO_OUT_4+ 4 15

OPTO_OUT_5- 3 2

OPTO_OUT_5+ 1 1

OPTO_OUT_6- 19 10

OPTO_OUT_6+ 17 9

OPTO_OUT_7- 20 23

OPTO_OUT_7+ 18 22

TAP24V_0-3 2 14

TAP24V_4-7 2 14

表 26. 光絶縁出力ラインのピン番号
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I/O 接続モジュールの入力回路
図 26 は、代表的な入力回路図を示しています。この回路図を参考にして、ご使用のト
リガ入力デバイスを I/O 接続モジュールの J8 および J10 ジャックの光絶縁 Tn+ および 
Tn- ピンに接続する方法を決めることができます。 

 図 26. I/O 接続モジュールの光絶縁トリガ入力用の回路図

GND 8 17

GND 12 19

GND 16 21

GND 8 17

GND 12 19

GND 16 21

P4 P4 の 300-0240 P6 P6 の 300-0240

信号名 ピン DB-25 のピン ピン DB-25 のピン

表 26. 光絶縁出力ラインのピン番号

オプトアイソレータTn -

Tn +

MVS-8600 の Tn

1.5KΩ

VCC

330Ω
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I/O 接続モジュールの出力回路
図 27 は、代表的な出力回路図を示しています。この回路図を参考にして、ご使用のス
トロボ出力デバイスを I/O 接続モジュールの J8 および J10 ジャックの光絶縁 Sn+ およ
び Sn- ピンに接続する方法を決めることができます。 

 図 27. I/O 接続モジュールの光絶縁ストロボ出力用の回路図

I/O 接続モジュールで発生する変換遅延
I/O 接続モジュールの光絶縁トリガおよびストロボ接続オプションは、MVS-8600 のす
べてのデジタル TTL 信号を光絶縁された信号のペアに変換します。 I/O モジュールの光
絶縁回路では、純粋な TTL 信号に対してわずかな遅延が発生します。 代表的な TTL 信
号の応答時間はおよそ 1 µs です。 

ストロボデバイスを I/O モジュールの光絶縁ジャックに接続した場合、TTL ジャック
に接続した場合に比べ、約 2.0 µs 遅れて信号を受信します。 

トリガデバイスを光絶縁ジャックに接続した場合、同じデバイスを TTL ジャックに接続
した場合に比べ、そのデバイスからの信号が約 1.5 µs 遅れて MVS-8600 に到着します。

この遅延の量は微少であるため目視では判別できませんが、高速で多くの画像を取り
込む際に累積されて影響を及ぼす場合があります。 I/O 接続モジュールの光絶縁ジャッ
クを使用する場合は、画像処理の最大スループットの計算時に、この遅延を考慮する
必要があります。

オプトアイソレータSn
Sn-

1.5KΩ

VCC

330Ω
Sn+

MVS-8600 から
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3
ラインスキャンカメラと
エンコーダの使用
エンコーダは、回転運動または直線運動を電気信号に変換する電気機械変換器です。 
また、エンコーダは、速さ、速度、距離、位置、または方向を決定するために使用さ
れます。 エンコーダの種類は多様であり、飛行機の高度計や PC のトラックボールと
いったまったく異なる種類の機器を含みます。 

エンコーダは、ラインスキャンカメラとともに使用した場合、カメラレンズに映され
るシーンの位置および方向を記録するメカニズムを提供します。 ラインスキャンカメ
ラは、一度に 1 列のピクセルを取得し、数百ものピクセルの列を組み合わせることに
よって 1 枚の画像を生成します。 

エンコーダと MVS-8600 シリーズ
MVS-8600 シリーズフレームグラバは、エンコーダ入力を使用して、次を行います。

• ラインスキャンカメラに映されるシーンの動きの速度をモニタ

• シーンの動きにおける方向の変化または停止を検出 

MVS-8600 は、エンコーダ入力なしでラインスキャンカメラから画像を取り込むこと
ができません。 フレームグラバがラインの取り込みレートを計算するためにエンコー
ダ入力を使用するからです。 

CVL および VisionPro ソフトウェアは、ハードウェアエンコーダの代わりに、テスト
および設定時にエンコーダ入力をシミュレーションするために使用できるソフトウェ
アベースのテストエンコーダを提供します。 

CVL では、ccEncoderProp::useTestEncoder() が有効になっている場合、このハー
ドウェアは、ハードウェアエンコーダ入力を使用せずに、できるだけすばやくライン
を読み込みます。 ccEncoderProp::stepsPerLine() 設定は無視されます。 連続的なライ
ン取り込みの間に遅延を生じさせるには、正のトリガ遅延値を指定します。 この指定
の方法に関する詳細については、ccTriggerFilterProp のリファレンスページを参照し
てください。 

VisionPro では、ICogAcqLineScan.TestEncoderEnabled および 
ICogAcqTriggerFilter.TriggerDelay プロパティが同じ機能を提供しています。
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エンコーダの特徴
ご使用のビジョンシステムのデザインによって、アプリケーションに適したエンコー
ダタイプが決まります。 一般的に、ファクトリオートメーションシステムのマシンビ
ジョンコンポーネントとして使用するのに適したエンコーダタイプは、デュアルチャ
ネル直交 / インクリメンタルロータリエンコーダです。 このエンコーダタイプの重要な
特徴を次に示します。

• ロータリエンコーダは、回転シャフトまたはチューブの回転数を測定します。 測
定ホイールをシャフトに取り付けて、コンベアシステムにホイールを設置し、コ
ンベアの直線運動をエンコーダの回転測定に変換することができます。 ロータリ
エンコーダの出力は、回転あたりのサイクル数 (CPR: Cycles Per Revolution) を示
します。 

• インクリメンタルエンコーダは、周期的に繰り返される一連のパルスを生成しま
す。 インクリメンタルロータリエンコーダが 1 回転するたびに、同じパルス数を
生成します。 インクリメンタルエンコーダの重要な出力は、生成されたサイクル
数であり、エンコーダシャフトの位置ではありません。 ( 一方、アブソリュートエ
ンコーダは、それぞれの機械的位置に対し、電圧またはバイナリカウントなどの 
x-y 値を生成します。)

• デュアルチャネルインクリメンタルエンコーダは、2 セットのインクリメンタル
出力データを提供します。 2 つのエンコーダチャネルのうちの 1 つは、基本的に、
もう一方のエンコーダチャネルより 90 度先に位置しているため、2 つのチャネル
が直交するようになります。 通常、2 つのエンコーダチャネルは、チャネル A およ
びチャネル B と呼ばれます。 

• インクリメンタルエンコーダは、A および B チャネルの出力に加えて、インデッ
クスパルスを出力する場合があります。 インデックスパルスは、エンコーダの回
転の絶対参照点を示し、その絶対参照点は、エンコーダのセンタポジション、
ホームポジション、またはリセットポジションと呼ばれます。 通常、インデック
スパルスは、Z チャネルと呼ばれます。 MVS-8600 は、インデックスパルスをサ
ポートしていません。

• 直交デュアルチャネルエンコーダは、双方向運動を測定するために使用されます。 
2 つのチャネルが直交関係 (90 度の位相オフセット ) にあるため、システムは、2 
つのチャネルの位相関係をモニタすることによって、運動方向を決定することが
できます。 

エンコーダの電気的インタフェース
この節では、ラインスキャンアプリケーションに使用される MVS-8600 フレームグラ
バに最適で、互換性のあるエンコーダの電気的特性について説明します。   MVS-8600 
はさまざまなタイプのエンコーダをサポートできますが、これらのエンコーダがすべ
て電圧条件および信号条件を満たしているわけではありません。 さまざまな種類の電
気的特性を持つロータリエンコーダやリニアエンコーダがあります。 この節は、ライ
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3 ラインスキャンカメラとエンコーダの使用
ンスキャンアプリケーションで使用するエンコーダを選択する際のガイドとして使用
してください。 ここでは、選択したエンコーダが MVS-8600 のエンコーダ入力条件に
合わない場合のソリューションについても説明します。

適切な電気的特性を持つエンコーダの選択は非常に重要です。 使用しているエンコー
ダの電気的特性に MVS-8600 フレームグラバとの互換性がない場合、エンコーダ、フ
レームグラバ、またはこれらの両方に損傷が生じる可能性があります。 エンコーダが
オーバーヒートし、画像ジッタやエンコーダのオーバーランなど、画像取り込みで断
続的な問題を引き起こす可能性があり、これは診断が非常に困難です。  

RS-422、RS-485、LVDS (EIA-644)、プッシュ - プル、オープンコレクタ、シンク / 
ソース、および各種 TTL タイプのラインドライバなど、インクリメンタルエンコーダ
で使用されるインタフェース標準にはいくつかの種類があります。 これらのインタ
フェースにはそれぞれ、最小および最大電圧、ソース電流やシンク電流の限度、ケー
ブルのタイプや最大長などさまざまな業界標準に対する仕様があります。 表 27. はこれ
らの仕様をまとめたものです。 

表 27. 仕様および規格

MVS-8600 I/O インタフェースは多目的インタフェースであり、LVDS、RS-422、およ
び TTL の各規格に対応しています。ただし、信号インタフェース上には光絶縁を使用
していない、+5V クランプを使用した過電圧保護機能が備わっています。 これは、実
効動作電圧の入力範囲が 0 V ～ +5 V に制限されることを意味します。 過電圧機能によ
り、最大 + 30 V の入力まで保護されます。また、高電流シンクの上限 ( 最大 2 Amps) 
も設定されています。 したがって、TTL モードで運用されている MVS-8600 は、エン
コーダ信号 (A、B、Z など ) の制限内 (+5 V) で動作している場合、TTL ラインドライバ
エンコーダおよびオープンコレクタまたはプッシュ / プルインタフェースとの互換性
を持ちます。

仕様

LVDS
(EIA-644) RS-422

TTL & 5V ライ
ンドライバ

プッシュ- プル & 
シンク / ソース‡

オープン コレ
クタ‡

出力電流 ( 標準 ) < 5 mA < 150 mA < 100 mA ± 150 mA 20 mA

出力インピーダンス ( オー
ム )

100 Ω 100 Ω 1 kΩ Hi-Z 10 k ( 標準 )

最大出力電圧範囲 (-CMV) ± 600 mV ± 12.0 V 0 ～ +5.5 V なし なし

入力共通モード電圧 0 ～ +2.4 V ± 7.0 V なし なし なし

最小入力 ( 差動 ) しきい値 ± 100 mV ± 200 mV +.3V <> +1.2V 0 ～ VCC 0 ～ VCC

伝送距離 < 30 m < 100 m < 10 m < 50 m < 10 m

‡ MVS-8600 では、完全なテストまたは検証は行われていません
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さらに、このインタフェースには、差動信号モード ( 正の信号と負の信号のペア ) で動
作するという利点があり、これにより、ノイズの多い電気的環境で、ノイズ耐性や 
S/N 比 (SNR) を向上させながら、電圧の急激な上昇やグラウンドバウンスによる影響
を軽減することができます。 ただし、一部の差動エンコーダは、インタフェース電圧
や電流条件を満たすために電気回路を追加しなければ、I/O に直接接続できない可能性
があります。 

通常、+5 V 電源を使用している場合は大抵、すべての差動出力が 0 V ～ +5 V の範囲 (
グラウンドを基準とする絶対範囲 ) に限定されている限り、ほとんどの RS-422 互換の
差動エンコーダは互換性を持ちます。 また、共通モード電圧は、1 ペアの正のエンコー
ダ信号と負のエンコーダ信号間の平均電圧であることに注意することも重要です。 残
念ながら、大半の現場環境では、使用可能な DC 電源は限られていて、エンコーダに
は +12 V または +24 V が使用されることが多いため、エンコーダの信号出力の電圧は
ずっと高くなります。

信号出力が +5 V ( グラウンドを基準とする絶対範囲 ) よりも大きなレコーダでは、こ
の信号を入力電圧条件に準拠させる必要があります。また、回路の過電圧制限の効果
を考慮し、適切に条件付けする必要があります。 

簡単な解決策としては、パス上の各エンコーダ信号出力の間で直列抵抗を使用する方
法があります。 この抵抗は、電圧減衰回路の働きをします。 その値は、オームの法則に
より決定されます。 ( 電圧 = 電流×抵抗 ) また、この値は、100 オームの終端抵抗を
通った時点でのループに依存します。 図 28 は、R1 および R2 とラベル付けされた直列
抵抗が追加された配線回路図です。 

 図 28. 直接抵抗を使用した回路図

過電圧保護ダイオードは入力電圧を最大 +5 V に制限するため、R1 で最大の電圧降下
が見られる点に着目してください ( 極性を切り替えた場合、グラウンドに対する制限
は RT に対して -0.3 V です )。 さらに、エンコーダの正の信号 (V+) と負の信号 (V-) の両
方について、バランスの取れたインピーダンスを維持するには、R1 と R2 の両方が同
じ値である必要があります。 この場合、差動レシーバ回路電圧入力は、+0.5 V ( おおよ
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3 ラインスキャンカメラとエンコーダの使用
そ ± 200 mV の範囲 ) まで低下します。 これらの情報をすべてまとめることにより、最
小の電流引き込みで正しい信号電圧を提供するために必要な抵抗値を計算できるよう
になります。

0 V ～ +12 V の差動電圧信号ペア (V+ － V- = +12 V) の場合、抵抗値は次のように計算
されます。

エンコーダの信号に応じて推奨されるさまざまな抵抗値については、下記の表 28. を参
照してください。 必要に応じて、パッシブな減結合コンデンサなどのライン電圧調整器
を回路に追加することで、絶対範囲条件である 0 V ～ +5 V ( グラウンドを基準とする ) 
により定められた共通モード電圧を許容範囲に適合できることに注意してください。 

表 28. 直列抵抗の推奨値 

エンコーダの接続 
ご使用のアプリケーションでエンコーダをトリガとした画像取り込みを使用する場合、
ご使用の Cognex 製ソフトウェアパッケージがエンコーダハードウェアの特徴を認識
するように設定する必要があります。 エンコーダの製造元のマニュアルには、エン
コーダの回転あたりのサイクル数などのエンコーダの基本的な特徴が記載されていま
す。 ご使用の Cognex 製ソフトウェアパッケージのマニュアルには、エンコーダの回転
あたりのサイクル数を、ラインスキャンカメラによって取り込まれた画像の各ライン
に対するエンコーダのステップ数に変換するための式および例が含まれています。 

エンコーダ出力の絶対電圧範囲

インタフェースオプション 0 V … +5 V 0 V … +12 V 0 V … +28 V ( 最大 )

直列抵抗 (R1、R2) 不要 2.3 kΩ ( キロ
オーム )

5.5 kΩ ( キロオーム
)

( ) Ω==

Ω

−=

⋅=

2300
5

5.11

100
5.0

5.012
1 mA

V
V
VVR

RIV
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ラインスキャンカメラとエンコーダの使用 3
エンコーダとカメラチャネルの関係
表 29. で説明しているように、各ラインスキャンカメラに対して別々のエンコーダを
使用する必要があります。 

1 つの例外として、1 台のエンコーダを、MVS-8602e のカメラポートの両方で使用で
きる I/O 設定 1 があります。 これは共有エンコーダ設定と呼ばれます。 p. 32 の「ロード
可能なソフトウェア I/O 構成」を参照してください。 

エンコーダのサポートはロードされた I/O 構成に
よって異なる
ご使用の Cognex 製ソフトウェアパッケージは、異なる I/O 構成をロードする方法を提
供しています。 ロードされた構成によってサポートされるエンコーダの数および種類
が決まります。 

ロード可能な I/O 構成については、ご使用の Cognex 製ソフトウェアパッケージのマ
ニュアルおよび p. 32 の「ロード可能なソフトウェア I/O 構成」を参照してください。

エンコーダタイプ
エンコーダの配線方
法 ラインスキャンカメラの接続先

LVDS 差動 A0+、A0-、B0+、B0- カメラポート 0

TTL オープンコレ
クタ

A0、B0、GND カメラポート 0

LVDS 差動 A1+、A1-、B1+、B1- カメラポート 1

TTL オープンコレ
クタ

A1、B1、GND カメラポート 1

表 29. エンコーダとカメラチャネルの関係
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A

ヒロセ HR10 コネクタのピン
配列
本付録では、ヒロセ HR10 コネクタの部品番号を解釈する方法、および HR10 コネク
タが付いているケーブルやボードのピン配列の定義について説明します。 

ヒロセ HR10 コネクタの説明
12 ピンのヒロセ HR10 コネクタは、多くの産業用カメラやフレームグラバ製品に使用
されています。 

HR10 コネクタシリーズは、プッシュプルロック機構を採用しており、端子の接触部
は金メッキされています。 HR10A シリーズは、接触部に銀メッキを使用しており、
プッシュプルロッキングの代わりにオプションのねじ込みカップリングを使用してい
る以外は、HR10 コネクタと同じです。

ヒロセ HR10 シリーズの部品番号は、次のように解釈します。 

ヒロセ HR10 シリーズのプラグは、ジャックまたはリセプタクルに差し込みます。 

HR10-10x-12y

y = P は、ピン挿入 ( オス )
S は、ソケット挿入 ( メス )

nn = ピンの数

x = J はジャック
P はプラグ
R はリセプタクル

nn = 直径 (mm)

プラグ

ジャック

リセプタクル
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表 30. は、プラグ、ジャック、およびリセプタクルを区別する方法を示します。 

注 プラグ、ジャック、およびリセプタクルは、すべてオスまたはメス
になります。

HR10 コネクタのピン番号には、オスかメスかによる違いはありま
せん。 HR 10 のピン番号は、コネクタがプラグまたはジャックまた
はリセプタクルであるかによって違いがあります。

HR10 ジャックおよびリセプタクルのピン番号
図 29 は、HR10-10J-12y ジャックと HR10-10R-12y リセプタクル ( オスまたはメス ) 
のピン番号を示します。 

一部のアナログカメラの背面にある DC IN/SYNC ポートは、HR10-10R-12P リセプタ
クル ( オス ) です。 

一部の Cognex 製カメラブレークアウトケーブルの端に付いているコネクタは、
HR10-10J-12S メスジャックです。 

特徴 プラグ
ジャッ
ク リセプタクル

ピンシリンダの周りにフードが付いている 有 無 無

ピン挿入 ( オスピン ) がある 有 有 有

ソケット挿入 ( メスピン ) がある 有 有 有

ケーブルマウントされる 有 有 無

パネルマウントされる 無 無 有

表 30. HR10 のプラグ、ジャック、およびリセプタクル
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 図 29. ヒロセ HR10 ジャックまたはリセプタクルのピン番号

HR10 プラグのピン番号
図 30 は、HR10-10P-12y プラグ ( オスまたはメス ) のピン番号を示しています。 

 図 30. ヒロセ HR10 プラグのピン番号
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一例です。 メスの場合もあります。
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一例です。 オスの場合もあります。
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